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パネルディスカツシヨン

マラソン中に発症した日射病と

その原因についての検討

井尻裕・ 2軍司盤情也・ 捜川哲也・ 程変辺錐一郎・

国村康二・ 笠原経子" ‘井清光・・

適齢を契観に発生する日射病は 短時間のうちに多

様沼田鹿曹を併脅し，死に亙る重篤な疾患であるが，近

年I スポーツ人口の増加に伴いω その綴告が渇えてき

ている，，-刻今回後々は?ラソン中に宛窓した日射病

で死に顔した 2例・掛金穫に その発症畿序について検

討を加えて鰻告する

， .. 例

盆例 1: 21..男性

lJ!1Ml! : 9月18日午後"寺頃(晴夫気温 2S'C湿

度 .. 、63%)。駅伝マヲソ>，こ幽喝し、約 lZkmの地

点で.tlft不明となっ入院

"'"全身復調R 幡吐著明な発汗あワ頗置蒼自

体温 39.3'C.脈問 llO/分，隻I 微 弱 血圧伺/52mm

Hg ラ奮"<心音n
臨床経過(図 i上} 敵素吸入全身冷錦繍濯によ

り霊朝には自覚症芝状は消失した 血清ク νアチエンは

入院時2.1mg/dlと上昇し，尿蛋白，尿"を毘めた

各纏血靖国修制約2週間巳わたって上昇し LDH瑚

，，，，，，では LOH.が著明によ界していた

'0電図経過(図 2左) 発震直後は洞性銅線で11
lI1，aV，での ST低下.V，-V，での ST上昇と T援の

尖鋭化があり 鱗5例巴には，V，と V.以外の.."に

ST上昇が認められた

使例2:22..男性

現病歴 6月初日午後5時頃(.実。気温26.4'C)，
マラソン中に約5kmの地点で意.. 不明となり入院し

た

山剣毘終大司..，内斜

{字.Mい.山..命百周... 玄陽町下河.ll!OI 
・同時酔胴l肉縄

t平鍋， ，肝湯前渇町通醤町""

現盤唖伎と著明な，聖子字あり 体温38，3'C 線矧

120/分I 盤、 微弱収繍籾血.aBOmmHg. 

組床経過(園 1下) 観察ド吸入，全身冷却。愉液によ

り第5網目までに窓伏は消失した 血滑クレアチニン

は 2.0mgJdlと上昇し.蛋白尿，丹往尿を"めた各種

血滑醇無は著明によ昇し。 CP!匂と LDH.が相加し

ていた

心‘園経過{図2右) Jス震時俗務性錬脈で11，lU 

aV，. V.~ での ST低下と V.. での T 淡の尖鋭化を"

・9た
以上の 2例>1.発症状況と多.....容を示すその経

過から日射病と惨断された 商省は健康な若いスポ}

ツマ y であり 当目まで体舗は良かった マラソ〆の

室遭混度は 10-15'Cとされており，当日の高温多湿の

環境昭子がその甥闘と考えられた そこで高温下

でのランニングが人体に.よぽず修唾について検射し

た

S対象と方"

対象は遷勧告諸島こ所属する健康な男子学生7名(平均

20.9.l. 7月の晴れた自の午後2時気温 31.6'C

湿度 36%のグランドt-5 km走らぜ その前後で体

重、体乱脈抱，血震の測定と心電図，原，血壊の検

査を行った

S結果(図3.図 .)

体重は平均で1.3kg減少し，体.は O.1'C上鼻しω脈

倒は 68.6/分から 116.9/分へと相加し式 む電磁では

洞性厳守慢が認められたのみであった 尿比重悼会例で

よ界し。尿蛋白は"町中6例に"められた BUNでは

2.0mg/dl 血清ク νアチニンはO凶町/dl上界レ

た LOH. CPK.臨滑ミオグロピ yは全例でよ界し。
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3マラγンで日射調"が生じる ζとがあり。 しかも事

前の予測が圏憾である したがって，この危険性に留

摩する必要がある

心電図の嶋過

LDH.~ と CP恨"が鳩却していた これらの奮化惨血

複の'"槍と骨格筋からの進出によるものと考えられ

た

園 2

文.. 

H‘~1育制、 R.L and s..取町、 J.R.:Br. M似iJ .. 
21: 1158，1978. 

2) HI.!Iωn. P.G. and Zimmenn制.S.W.: ]AMA 

242泌.，1979
3)高捕虜周".ほか肉斜i ・7:817，19・1
ω笠原佳子，ほか白内会肱 68:52， 1979 
s)亀鉾清光，ほか 司本隆司匝街..."ω47， 1979 

s 
1) 

， .と・
1 マラソン申に舞伎した図射病で死に翻した'"

について倹a守した 贋者"若いスポ『ツマンであり.

姉盆の鳳箇は不明であラた

2 高温環境下で，ンエングをすると客8・に体温の

よ鼻と血捜の'"繍が隼じωBUN，血清クνァチニン，

血清勝黒鉛よぴ血清 ミョfグロピJ値のよ界が寵められ

た
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ー般演題

運動誘発前負荷増大の心房収縮に与える影響

告却損三記・ 上原晋・ 斉康二三夫・

波多野潔・ 株樽史・ 横因究弘・・

宮原陵・

外畑 厳・・・

忽膏漉ドプラ法め進歩tiよぴ普及につれ友貧.. 入

血涜計調により簡便にむ別収飽のま室涜入に討する寄

与E貨を鑑定することが可能となって舎た 虚血性心a
e巴おいても友重鉱線機飽障害警がE認められ。その符微

として急速涜入期優大速度(R)の減少心解収縮m・

大選!I{A)の増大l およびその比AlRのよ界が知ら

れ，ー般に心房収繍の代句貫性先進の存復が考えられて

いるしかし，左重光櫛屋上昇例ではA1Rは低下する

という腺告が~る 今回a血性心疾患患者を対象に，

絹菅波パルスドプラ詰舎を用いて齢測した運動負荷@吻

友重涜入血流町包を筋勧銀観入圧と対比し連動負荷

時の左室前負荷槽大のさ'":混入血混勤"に及ぼす修.

について倹肘した

， ，時..および方法

対象は主要勉動脈の少な〈とも 1筏に 15%以上の

後唱を"めた虚血性心疾患患者"名である 男性"

名。女性4名平勾隼街路院内訳は際旧館。υ筋液a
，"名。労作狭心盆9名。隊司性心筋梗.. 髭練労作狭

心.'!l!5名であヲた

..，..呼吸困櫨.よぴ下肢霞労を運動経点とする臥

位自転調院エルプメ四ター遷劇猷般を実錯した 運動強

度はおW より開始し. 3分台撃に2SW噌加する多段

階漸槽法とした 金例において。上腕動畑よワテフロ

ン針。肘"腺より Swan-G卸 Zカテーテルを婦入し '2

.....む"図，動隣:.a.腕動淑衡入圧 (PAWP)を緩時的

に欄定した .，，，時および連動鈴了0:後に左重視入血

名古"'雪解鐸掌邸調"内初

ー 岡 .R1ll1l底堅参

('" 46‘名古..昭組区・鍵町筒}

ー .図司，.儀信綱箆大学審学舗内属

('1' 41O-1I酬胴醐圏第<..咽

施滋形を記録した 左2監視λ血涜計測は絹菅波パルス

ドプラ誕量目立EUB-150~周い窓辺混入期・犬速度
(R) .心"収鎗矧.大速度 (A)，J$よびその比(A!R)

を求のた 齢測節也はむ尖..アプロ チにで僧帽弁敏

郎に2量定したなS心拍数相加に伴い.R践と A滋 "

.. 合するため還動峨了直後の判別可能なa医大ω循紋樽

の肘湖を安静符と比鮫した対象を運動鈴点での

PAWPにより ZOmmHg来測の 11浮10名， 20mmHg 

以上の2野 12各に分領して以下の倹射を行った

S 結果

心鏑致は 1.事では程修分73.1.:i:12.9より 128.7ま

2l.2.2騰では毎分64.9土6.9よ"111.0全11.51::そ

九ぞれ有窓に場加したが.安勝時および..動鰐了時と

ら商."，に有XfUIEめなか9 た

PAWPは 1膨では安併時 4.6.:i:2.8mmHgより連

動終了時 10.3企~.9mmHg に増加し. 2・障で1;1:1.7全

4.1mmHgより 29.9企6.6mmHgと著羽に増加し

た

急速流入期愚大速度 (R)1;1; 1静でI;I:$'-"，時 45.1企

10.3白百/壁。温動鋳γ竃後49.0;t;8.9cmh契氾と有窓

な変化を"めなかで刊こ 21浮では安勝時 46.8全13.0

，m/健<.遺動侵了直後 63.2土19.1cm/secと有窓に増

加した (p<O.Oll

心房収備期量大速度 (A'は1醇では安静時 46.8土

8.7cm/s隆弘"動篠了直後 59.5土13.8cm/secと有意

に増加したが (p<O.Oll，21草でほ安鯵縛 53.6玄11.9

'ml鎗 ι運動続7lI後55.9土17.7cml鈴 Cと有窓変化

を"めなかった

図 lにAlRの変化を示す A!RIJ.I'手で陪安鯵時

1.07土0.24.遭動鈴了直後1.24土O犯と槽加傾向を示

したが有志穫は"められなかラた 2静では安静時
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""岬 lIPAWP"哨耐州。w岬:(PAWP，，<20川 区3

間 ICh.時価 InAlR 

1.22土0.31，週動終了班後0.90企0.241:有意に減少し

た (p<O.I)1)，~'"時には賢.."にA/R に鐙を"めな
かったが運動終了寵後には有2慰霊を寵めた

運動断後の AIRの遺産.dA/R1TO.16企0.26.21浮

-0.31土0.191:閑静岡に有窓差を"めた (p<O.O!l
{閣の

PAWPとAIRの傾倒は対織全例では戸 0.40の

租な栂聞を"めた (p<O.OO.PAWP20mrnHg以ょ

の定例においては r=-0.76の有窓な相闘を留めた

(p<O.01)周樋に PAWPが2fJmmHg以」ヒに結いて

はPAWPl::Aの聞に r=-0.83の有憲信網聞を包め

た (p<O.O!)

S 考俊

一般に虚血色む疾患の左重機入動僚は弛緩陣容匁よ

ぴ左室コンプライアンスを反映し.，底捜早期流入隊響

と代償性心買収憾の光過を特徴とし AIRは槽大する

といわれている"

方。羽佃町らほ， LVEDPよ界例でU心/J!ll入.. 

減少すると線告している"これは PAWPが20

mmHg以上に上昇した症例では，む房収舗は心拍自白量

2・加に寄与しないという G，健司恥'"らの紹告にー殺

する凶

今回の竣々の繍射で陥運動終点での PAWPが2c

~H.未測の l'手では A'ま運動により有意に槽加
し.v房収舗の代償性克過を示唆した対照的に

PAWPが 20mmHg以上に槽加した"写では."有

p<O.OI 

十'.1 2 

• 。

-0.5 

• 

'"岬1
0，帥 2

".帥 <20mmHI) 刷WP，， ~加 mm'が

図 2 tJA/R 

"に槽加したが.Aは有憲変化を示きずAノiえは金例

で低下した PAWP 1: AlRおよびAとの相関...

PAWPが20mmHg以上に場加した復例では有"な

負の組閣が，，~られたが。 PAWPの低い症例では網開

を認めなかった したがって PAWP低い時点では週

動によP左房の代慣性収総の光逃が生じるも，個々の

症例により虚血範図，コンプライアンス椿が織でな

<. AノRは一定の傾向を示きないが...動により左盤

前負荷が増大するに縫い心房収繍の寄与aは減少する

ことが示唆された 還動前後のん;交の霊 dA/Rは筒

静岡に有憲な差を胃め，腕動脈模入庄の上昇を陵刻す

るのに有用な指宿と考えられた ..，集約に，"・加して

いたAlR が臨床症状の悪化とともに低下，す~わち

正常化した織舎には， PAWPの著しい上昇が予測され

注窓を要すると思われた
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運動負荷による左，し、機能の推移

特に回復期の惟移

今井嘉門・ 安原達夫・ 定木康史・

斎輝頭 小沢友紀鎗・ 渡多野道信・

S 目的

従来。心筋虚血碕の左心楓能の変化".安静時から

..動負荷陣。ζかげて，おもに収，.能に関して検射され

て書た 今包運動負荷終了後のιd腕虚血回復期に"

げる収縮能および"護能の纏修について. )心鏑ごと

の左心細良能b剖定で坐る携帝型左~... 嶋連続監拠電車置

を用いて比鮫検討した

s コ町議
対.は心筋，.，.'"の既往のない労作性狭心症 9例

(平勾年創 57It，男性7例.女性2例)でこれらの忽

動脈遺膨所見は 1綾病変 4例多俊樹変 s，町であっ
た まず心プル像を求めるため!修血却を・・・Tc20 

mα で生体内線..した後!後後者の磁泊している待係

なゴ"製のチ!I:l''''の上に自降格型&:.u機能連続監侵磁

置{アロカ RIもG-601l。のCdT.シングルプロープを

左盆を照織するように，マジッタバンドで固定した

臥位エルゴメータを用いた多段階還動負何は 2SW 
から開始し. 3分ごとに2SWずつ樋加した 左心慢

能隠運動負荷前2分聞の安静崎 還動中.よぴ連動後

>0削聞の回復期に逮鍵して肥録した 得られた時間，

.ウ y ト幽線から 80%のパックグランドを除去した

後，同岬に記録した心電図の R放をトリガーにして>s

秒間の加算した時間容積畠織を求め，さらにこの畠

織をフーリエ 3次近似し句ectionfractωn (EF)， 

，，，提出rdfilling fra由。"，ν3 FF)，関ak-dV!dt!

EDVおよびpeak+dV!dt!EDVを求め{図1)ω習を鯵

時 (Pll ピーク運動負荷時 (P2)および運動負何終7

>0分後の回復期 (P3)の鑑を対比検討した

四本大学医字A篇2内川同

内 173 .J;f輔鍋駄を事口上町制

s 結集

(1)速動負荷時間および心鈎数の雄移運動負荷医者

間111.5土2<mωn土50)分で，選動負荷務7理歯ほ

む篭図変化S例，胸縄出現3風下肢倦怠感i例であ

ヲた また心拍"ば P1 : 53 .8:t 6.8 beat!min， P 2 

93，2土12.3および P3:ij4.6主8.'であ9 た(袋))

。)町民加nfractionの継移運動負荷に よるEF

の鍵移 ~i P 1: 61.66:!:9.18%， P2: 52.66土8.15% 

で， P3:61.55土9.33%であった安静時に比較して，

ピーク遺動時では EFは有窓に低下したが，，<

0.01)，園....で"有憲に噌加した (p<O.OIl

ωl Peak-dVfdtfEDVの権移遷動負荷による

peak-dV!dtfEDVの鎗移は Pl:2.76士0.52EDVf 

cardiac cycle， P 2 : 1. 63:Jヒ0.29，P3: 2.82土0.51で
あった運動ピーク時包有愈に低下するも (p<O.Ol)，

回復鰯には安傍時と2差異を認めなかった

{ωp伺 k+dVfdtlEDVの縫移運動負荷による関山

+dVfdt!EDVの准移IまPl:2.59土0.44，EDVlcar 

diac cycle， P2: 1.86土0.45，P3: 2.5同主0，42であ

った ピーク運動時には有窓に低下したが連動中止

後 10分の回復期には。ヨ!i:1W:湾問値に回復した

聞1/31i1lingfraction 運動負術による 1/3FFの

権移は P1 : 73“主11.88%，P2:54.55:t7.39 
P3:49.S8主ILl4であった還動負荷により l!3FF
"低下したが (p<O係).自復期でむ有窓な低下が持

続した (p<O.Ol)

(6)症例呈示{隠"

8 考後

心筋虚血により，左心室の EF，peak-dV /dt!EDV， 

peak+dV/dt!EDV ~よぴ1/3 FFなどすべての抱僚

が障書されたが運動終ア後初分後には peak-dV/
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Peak-
"刈t

下
Str，，~e v山 (SV)

伊豆V/町
山 FP-FiM-!hird醐".fEDV

図， ，主心情院の測定要来

"秒間加算して求。た防間容積曲線より peak-dV/，山町~
¥;on fractio、IE剖，畳峨 thirdfilling /raction 0/3 F約およ
びp曜日.k+dV!cれを.めた

製 1 遷周防負荷による左礼，... 飽の度化(n=9)

心m敵

.・

EF 

Peak-dV!dt!EDV 
Peak+dV/dt/EDV 

1/3FF 

.・・・目• 

R伺E

安静時 ピーク週動時 国掴期""子慢〉

"自主..， 93.2士12.3・ 64.6:1:昌 4・
...師:1:9.18 52.66主8.75・ "咽日士9.330

2.16止0.52 l.63土0.29・ E院主0.57

2.5'宮士0..4 .."士札". 2.~土0.42

73.44%11朗 制 .55士1.39'. 49.8Hll.140 

{平均::I:S0，'p<O.Ql， "p<O.OS，安併時"オ比)

九 ー

以・~.. 

Exm:iIe "耐山市

RR=醐 山 町 ・附 RRz5ωmsec， EF=42 % 阻.，ω叩 EF-67'‘
図 2 ~例呈示{忽動原銭息 S思考"歳男性}

安静時 t左1.ピ タ還働時(中央}および遣働争止"分後の回復期{右Jの時則容積幽..， RR 
間珊およびEH朱ず還動負荷により RR間隔は短縮し， EFitω%から，，.へ低下するも
自復調聞に1167%へ主増加している また回復期の時間容積眼健で..広袈皐期の曲線は緩やかな鯛
iきであった

dt/EDV， peak+dV/dt/EDV 1;1:運動前の舗まで箇復

したまた運動後iO分の EFは週動前より有3留に高舗

であったが.1/3 FFは運動時と問機に有窓な低下を

示した

1/3FFは鉱張早叙3分の 2の琉入比率でEj，ζれに

関与する因子峨等審性弛緩と等張色弛緩とである 置

復期には，・自慢性，，，.能を示す peak+dV!dt/EDVが

回復しているにもかかわらず 1/3FFの隠密1;I:*aし

ているとと凶，回夏期においても等容色犯殴の陣容が

鰐aしている ζとを示している



事事容性知a震は """的な方面食では"重圧の oegahve

dP!d比・'.舗音S車検査では 2奮から舗網E弁の鱒放まで

の尊容色弛録時間の棚定で評価することが可能であ

る。しかレ!これらの方法では運動負荷碕にS記録する

ζとは圏慢であったが，今回使用した領事骨盤左心根能

連続監視鏡憶では等容往池誕震を 113FFで測定するこ

とが可能であった

一旦心筋..血が生ずるとl/3FFの変化"比鮫的実

時間持続レているしかし 1/3FFは 心柏数の膨，を

受けるが。 a血色ペー噂定患の窟抽賢策や治領効果をE平価

するうえでI 簡便で有用な?省婦のひとつと恩われる

べ)，I.i VoL22 SUPPLl (1鈎<J) 57 

S 文猷

1l弓倉 盤，今井高.，.安藤通夫。ほか心疾患')

ハピリテーシ，ン時， RI f:lfJいた侵害停型連総主

む機能連総監慢強震の有用性 Therapeu山c

r開 arch，11): 261， 1醐

2) BQnow. R.O. and 8acharach. S.L.; New con. 

ぼ ptsin cardiac imaging 1987. Chicago and 

L。ηdon.Year book med回 l開 blisl官民 I悶

19市7，p.l07 
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般演題

運動負荷が，L機能に及ぽす影響

非!I破約な2基礎的検肘

中村信男・

T原篤司・

土師一夫・

上嶋健泊・

河口正銀・

平盛勝彦・

内本定彦・ 河瀬古雄・ 佐藤成明・

野々 木 宏・ 深見健一・ 住吉徹稜・

犬酉悦子・・ 市悶 聴・・ "' .. 宗靖・・・

心音図。む織図は俳優'礎的にむ機能を評価する方法

として有用である 今回裁をは，湿動食荷による心a
能の変化を非...礎的かつ簡便に際価する目的で，種々

の週動負得によるむ背の変化，特に過剰心苦と 1沓の

'"帽について'"礎的験討を行った

s 対象と方洛

対象は健常男子 u名{平k毎年齢28.7玄'.0腹〉で。
以下の運動負荷を施行した 1体位変.，仰臥位→坐

位『立位1.，足踏み運動(毎秒2歩。 1分間1.3仰

臥低下肢鯵上運動{片足診上毎秒 1風 1分間1.4想

力計h節句n，法".大盤カの旬%， 30秒間1.5マ

スターダプル2階段法 6 自転車エルゴメーター(ラ

ンプ負荷。 15Wより開始. 1分毎に 25Wずつ噌加ω

115Wで中止1. 1-4では"島. 5で俗 11名. 6で
は5名に対しで運動負荷を行った 貧梅附後での"'.

凪 ω育園，額動脈滋，時限幽線包録を行い。負荷附

後での 1膏の掻幅員み 4曹の出現原皮，銀緬比を測定

した ただし栂帽の過剰な嶋大によりスケ ルアウト

した症例は!復幅比の検討から険外した 5では，

preeje<:tぬnperiod (PEP)， ej出 iontime (ET)およ

びPEP/ETと.ETを心拍数補正した ET，を併せて

肘測した なお， 1-5でほ臼本光電TA501却理，.

型マイクロフtン. ，では 21U50-A直告書伝導型マイ

タロフォンを使用した

S鎗.. 

2背の緩縮比は，体位変倹では"位2に対し，坐位

咽胡醐綱センター心剛斜

間 生寝傾鋭倹到隆司耐

{司"描吹園前.白台 5-1-1)

.自治忽"'学循環"内制

0.87土0.12，立位 0.85:t0.12と減少傾向を箆め.下政

省静よ還動。足踏み運動では負荷後それぞれ1.22:t

0.09，1.40企0.12と有意な溜大を隠めた Handgript訟

では負荷後l.OO:t0.12と有意な変化を認めなかった

4菅の出現瀕皮払体位変徐により仰臥位で 56% 坐

位で 11弘立位で 11%と有意信減少を..めた 下肢

省路上運動では.44%から貧荷後7S%へと噌加，足踏み

温動でむ同様の咽加傾向 (11%-33 %Jを寵めた

H，岨gn，法では，負荷前後で出現頒a に"を..~な

かった。マスターグプル2階段法による負荷前後〈図

11で陣。 l音。 4音{負荷前に 4曹のある例に限る}の

領個以，負荷鈴了直後に鰻大(銀綱比 1脅1.71土

0.23. 4音 2.29土0.45)となり 負荷終7z分後まで

有意な増大を示した また4音の出現瀕度はt舗網帽向

を"めた PEP/ET1;1負荷により 0.32士0.01→

0.26士0.02t有怠広 減少 ET，は 284.6士5.8-・

304.'ヨヒ6.3mSl犯と司".に3・2聞した
次に自転車エルプメーター負荷前，中，後の心者の

変化を示す{図 2).1曹は運動負荷直後よりその鑑舗

が増大し。 65W以ょの負荷では有意な綱大を示した。

また. 4脅は，負荷開始直後より金例で凶札その緩

帽も 1曹と問機有憲に増大した

g 考軍属と結h・
1制叩聞にな負荷でその額幅惜し。 1曹の短

縮が cardiacc∞ractilityの指績となるこ kが線告

書れている....→芳4奮の成悶は preJO必.よぴ左

心室の stiffnessが関係しているとされている剖'):61，

dynamieな運動負荷中の 4菅の変化についてはほと

んど線告が~い本研究では。 dynamic な運動により

4曹の出現須度の制加. 1菅。 4管の撮緬のま曾大を.. 

めた またマスタ ダブル安ストにより 1菅. 4奮が



PEP/ETI 1. 
EZ叩時SEM1i四}
- 固〈岨岨 H， 

P句、寸C 
2) 

..， 
司酢

前 •• l骨量 '"量 3分極

5::l 
H島 一-SsL， 
軒 m...:!:SEM
• : p<日l蝿A 

， ..ト も込 ? を ーゐ

• ‘自量 1.!T. 2升世 3分後

B 

図 ' マスターダブル2階段濯による鎗術"の変化
A : 1審 2曹の"価

8:3音， .曹の変化

C : PEP/ET， ETcの変化

PEP/ET， ETcと限ト速した変化を示すことから。心音

変化がも絹能変化...す鋼様同 1つとなワうると考え

られたそこでさらに自転車エルゴメーターを周いで。

dymanicな運動負荷ゅの 1音および4音の変化を記

録したOynamicな運動中払周園の織菅，後検警の

体動管の膨.があるが直後伝帯型マイクロフrシを

使用し遮断周波数をお H" 遮断勾配を 240ct/dB

に設定することにより遭動中のむ脅闘を食好に紀燥し

得た

以上より。心療'患者を含めた週勧負荷時の心個里帰

変 化 を非 俊a礎的かつ簡便に脈価する lつの手段とし

て。今後心育園記録が利用で坐る可能性が示唆された

6 文献
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一般演周

運動負荷時の体温変化の検討

野図武彦・

元永ー郎・

中村典子・

壷網目功次・

運動ゅの体温変化院選動骨絡筋のエネルギ叩代附お

よび末物繍庫勤勉を示す有用な抱梅になりうる可能性

が考えられる そこで本研究では健常者および心疾患

患者の運動ゅの体温度化を検附した

5 対.および方議

対象は健常人 10例(男性8例!女性2例。平勾32
."。ー方。心疾患患者 l'例{男性 II例，女性8例，

平勾"歳)は金例持E英語重也者で衡鮒6例 術後 13例

".帽弁疾患3例。大勧脈弁疾患4例，連合弁膜症 12

例}であった 運動負荷賦般は室温を 24-26度{平均

25.211)，温度を平均65%と隠ぽー定の条件下に保

ち。食事による代衡の修.を通慢げるために少な〈とも

食後2時間後に午後 2-5時の聞に施行した 負荷.. 

験は自伝箪エルゴメータ~を馬いて 25Wattより開

始 S分毎に 25Wattずつ漸増する多段階運動負荷法

とし，中止~ltU:症候限界性とした 体温測定にはテ

ルモ社製ヨアテンプCfM-20Sを用いて，前額鼠下

腿後酉に皮膚糧深鶴温のプロ』べを付着し安静時，

運動中および運動φ止後9分まで 1分毎にそれぞれの

温度を測定した

s 結果および勾鎗

本格の拘現性の倹酎拡健常人s例を周いて行い. 1 

回目色 2回自の測定価を y=a+bxに直線回帰させた

(褒 II その結果相関隅敷"前額皮膚温で 0.89とやや

低かったが，他同部位では '.95以上であり，忠た竃援

の傾き (ωは l に，加terc~pt (a>!;l出雲Oに一致し。本

権による体遺測定の再現性はほぽ良好と考えられた

-久留米大学l!!l'l':I!Jfl3内"
作 曲久留米術湖町四

西山安治・

古賀援則・

彰本俊一・

戸嶋裕徳・

安静符の前額節減務温は中継温〈島市動脈温)を反映し

体表面温度の中では最も安定した値を示すと絡告され

ている" 一万台遷鋤ゆ開始直後には腕動脈爺の血液

海1;1:dipを影成する ζとがカテ先ザーミスターを用い

た検討で報告きれており。これは宋憎の冷たい血液が

遭泌するためと解釈されている伽P そしてその後中枢

温は腕におげる燃放散によりしばら〈の周ー定に傑た

れ，との，.交倹能が限界陪遣すると急搬に上昇する

方今自の健常人におげる{図 10)削額部深部温は

運動開始後にー且下降した後 1.分的役より沈鮫附急

般に温度は上昇した。これはカテ先サーミスターによ

る威織とほぽ一敬したパタ ンであり。今回の附観音器

深郎温は中健渇をかなりよ〈反映しているものと考え

られた とれに対して下肢の深鰯温陰湿働開始早賜よ

り急峻に上昇し，運働鍍了後にはほとんどの例でさら

に上昇した後下降した。このように下線源郎温は溜動

筋におけるエネルギ E量生状惣をかなりよ〈反映して

いるものと纏測された 下肢皮膚温は運動開始後低下

して比想的大きな dipを形成し。これは選動筋への血

流の荷分布のために家精皮膚血管が収縮するこ とを反

映した所見と考えられたしかしその後 10例命.，町で

ft 1 ，アテJプによる再現性 (n: S) 

t事録画侮 y=a+bxJ 

r a 

附額旬

理部握("C) D防士..削 -1.0士9.• 
度膚揖("c) ι..士'.1 -2.2:t5.1 

下Ug
揮部温("C) 0.91士... -2.0士..，

皮膚温("CJ 0.91士0.03 3.3土，..

b 

1..士'.3
1.1土目 1

1.l:t0.3 

...士'.2
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図，. 健常人のヨ動負荷崎健温の.化

表， ....温'"可'"凋-.，・.($ ~I etll ""盛で

の温度変化

~.. |心血畢阜者

前額.

祖師揖('Cl

..時 持.7:1;0.3 U..主目.， 

5 Mels U1主..， U.5士...

41emp +骨骨宮士骨 01 +0.03主O.IS 
皮膚温 ，~，.... 話 1主0.' 3ιl土0.3

5M~1 話 7士0.' ~.，主唱 5

41emp ..防士。 ω +申 17:t0.25

下阻傭

揮輯温rc)
.・・" >..士'.5 33・主...

5MelS 剖 9:0.7 33. ，士。ι

41emp +骨却士0.46 -.伺:0.39
..温1・0

.・・・e 回.，土0.' 32.l:tO.6 

.M刷 也 33'士0.' 31.1:¥.1 

".m， +島却士u 曙 0・主0.62
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図 Ib .(.'~実患，e.臨め運動負荷崎修温の定化

"掃錫温と同僚な.，タ Y でu!に上昇した 一方

心~需息息4者旨 〈図 "ω} で'"瞬肉銅 ..糠.爺略温 皮a繍.温と色に

'憾aとんど温度変化がみられ

で6はs大多'寂度の'隼E宥では遭動司命pの温'"賞」之ヒ，鼻尊h念がgゐら，れ1ず

~C.下悔した..であり"に皮膚温でl三，，%の息

宥が 0.5!I以上低下した 旗た選動拠7後は健常者と

興信 H 嘆息患者でほ下肢温度がさらに上昇した後。

安...のνペルに復した ζのように健常者と心疾患

患者とでほ異なる遺働中の体温変化パタ y を示した

が ，.，安易患者で"運動耐容能が低下してti?j‘荷.

のIH.ttaずる必要がある そニで安"時B よぴS
METSの得点での体温kその上昇度 's>胴，1.比

叡検射すると (表21.安静均の<唄.e.!軍省の体温".. 

官官省に比しすべての爺位で低価であった 一方 s 
METSの時点での前傾"深鶴温l 皮膚温lま健常鮮 ω
~恩"ともにほとんど定化せず珂"の運動時の附繍11..際化パタ ンの遺産隠主と して還働盆の遭いによ

るbのと恩bれた これに"して下般環"温ぽ健常者

でほ5METSの時点で也事淘0.51:.1:興したのに"

して心療息"では逆に低下傾向がみら九 ζ九はむ後

能低下に伴う還動鱒の来愉循環傷嘗や長期間の運動制

限による来術骨絡筋代謝の低下を示rI"見と考えられ

た また<嘆息"の下肢皮膚温IUIM'''と怯逆ほか伝
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り大きく低下したが，ヲ使紛循環不全を代償するために

皮膚血管がより強〈収縮することを示す所見と纏刻さ

れた 以ょのように運動中の局制体温の夜化は，来栴

循環動.をよ〈反映する銅線として心疾思患者の還働

能''''に有用なこ，，<矛崎隆された

s 文献
11戸川途男。辻隆之源..体糧計電子医学.Vol 

11. No. 1. 1976 

2) Shellock， F.; Muscle and f，旬、。ralvein出npera

turE渇 duringshort-tenn maximal exerclse in 

heart fail町 e.J. Appl. P旬siol暗弱 4∞， 1985. 

3) Shellock， F.: Unusual core temperature de 

crea提 ine潟ercisingheart failure pa出 nt.!l.J 
Appl. Physiol.，““4， 1983. 
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一般潰題

心疾患患者における呼気カ・ス分析を用いた

運動耐容能評価に関する臨床的検討

多図利彦・

蕗井..

松園星子・・ 小野聡子・ 山岸隆・

塩見清太郎・ 尾崎正治・ 楠'"祖造・

む....患者の遭動耐容能の鰍価は，祉会生活 リハ

ピリテ"シ君ンの目安になるのみならず。治...，集の

判定など趨俸高で..聾な役割を有ずる 今回著者ら

は.呼M ス分柄."いた負荷鼠取を行い NYHAの

ι噌輸色分裂買.よぴ安静Eきも峨能と比鮫し.その有用性

につき検討した

5 方法

対象は心疾患事者 110例(隼齢55.3企10.2Jと健常

者"例{年働49.2企1U)肘 165例であヲた心....

患者の内釈は。虚血栓ι疾患“例弁膜疾患 16例

心筋鐙 14例その他 14例であった緩大心鎗"が予

測僚の 65%以下の佳例侠心症不整脈肥満 β

blocker使用の盤例は対象から除外した 渇動負荷の

方法は，座位自伝車エルゴメータョーを用い毎分 50図

の閉毎週，.で概増運動負荷を行った初め 2分聞の無

負荷の後， 10-20 Wattずつ負荷量を噌し運動継成不

能巴到るまで行った 運動。後検者よりマスクを介し

呼気ガスを集め 20秒.きに，酸素何時取量 (VO，1ニ
動化炭素窟集t(Vco.) .分時倹;t:l;(VE)を検討し

そユターした 分折磁置は GOULD9000 IV(チzスト

社製)を用いた また。閣時に 12，"噂崎電図と"""も

毛エターした 運動耐容維の評価は a医大酸索a聴取量

(peak Vo" mflmin/kllJ・織気性代劇峨鑑 (Anaero

bicthreshold: AT， ml/min/ks;)を用いた ATの測

定IJ:， Wa鎗ermanらの方益"を周いた。また。 NYHA

の観続分煩は褒t>用いたさらに。心..6!.1!..1Il者49症

例応対しさE心カデーテル倹査結よぴ胸臨写真より計潤

山口大学医字醐2附

山田畑田町偶

作市乎酎田小・ u.ω

した心拍出係数(ClI・・.m率 (E別 ー左重信張末期座

(LVEDP)。心鱒甥沈 (CTRJと興酒kVO， t-比較検附

した

s結集

①ATほ 165握例中 163症例(99%)に評価可能で

peak VO.との聞には密な直線相側 (r'=O.85Jがあり。

隊司kVO.の約65%に伺当した(図 1AI 

②NYHA分婿の各鮮閣で関，akVO，とATはいず

れも有，.，.が見られた NYHA 1と健傷者の聞には

差を包めなかった{図 1SI 

③ NYHA分煩1:.peak VO，とのー致撃は η2%

(80/12時}であった

⑥peak VO，と安鯵時，... 鈍との比般では。 Clと組

な栂澗 (r=0.40)が見られたが， EF (r=0.211， LV 

EDP (r-::0.07)， CTR ((=0.10)とは相聞が見られな

かった{歯2)

S 考銭

心不全患者に.ける遷動耐容院の低下は.運動降十

分な心鈎出..を供給できないことが主因と考えられ，

その解価は自常生活における心予備能を評価する上で

.，慢である幻

NYHA分績は，問惨より蜘価するため客観性に乏

しく汽大まかな区分のため，リハピリテーシ，ンや寮

剤の効集判定などの停価にほ不遜切である そのため

還動負荷鼠績を周いた遷動耐容能の評価が倹討されで

いる"‘"。今回著者らは，目前周されている NYHAの

も暢能分煩に治ったむ根催分類を運動負荷鉱峨よ り解

備しその有用性につ密検討した む峨続分煩は褒 lの

ごと<Naughl。抑制の穏告に従ヲたが。NYHA1に関

してM 健常者の分析より 6MET以上と した "，k 



点の運動"をま健わし縛久運動の目安左きれているη

心疾患では.週目助筋への酸.. 倹絡が隊書されるため。

院 akVQ，とともに ATも低下する・2 今回の倹肘で

は.ATはpeakVO，と密な直線相聞が見られた こ

のことは。危険性易複労性のため最大運動まで負荷

をかけにい礼嘆息患者でほ。 ATとpeakVO，を何

時に制定することでより客観的な際価が可能である

符に， βblocker使日用や心路網固め由ため，心鎗敏で般

大翠動を予湖しにくい症例でほ有用である

また.AT出現以前または直後に運動を中止した盆

例では，選批に対する窓欲の低下， .(.，峨能陣書以外の

制限図予の可能性を検討する必要がるる AT直後で

温動中止した嶺合，表1のATによる湿働省長嶋評価も

有用と考えられた 量最後に，運鋤樹容能と.".時心像

飽との関係は。相関しないという'申告が多い・闘が，

事実々の結果でも阿梅で心街幽係数に包な相関が見られ

る以外".まったく相関を惚めなかった これ".安

119内0)

VO.およびATは NYHAの各線問で有意'"がみら

払そのー致寧はp"akVO，で 12.7%であった AT

は。運動筋での代謝が好然的から嫌気的に移行する時

E • 
戸.“ .~l. l h・・m

SUPPL.l 
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"曙<..雌では..動中の心予備継を静舗できないこと

を示す過に。このζとは， 心機思患者の治機判定・

予後評価寄に帽し安飾時む働能以外の indeoendent

な要因として.連動耐容健のE平価安加える必要がある

bのと恩われた

s 鎗言語
NYHA分舗に沿った還動樹容能の野備を検射し

た。 ATHI!定することでより客観的に俳優できるこ

とが示後された またi この箔標は安静.."・隠とは

inde~松岡'"であるため緬々の盆例の鎗合的符簡には
有用と思われた

S文敏

1) Was舵 官nan，K.: The anaerobic 仕留鍋加 dm~

S¥lfi!11'¥e1¥t 10 剛山田市拠出~'"

Am. Rev. Respir. Dis.. 129 : s 35， 1錫4

2) Weber. K.T日 K凶 asewilZ，G.T..J制 cki.J.5. and 

Fi曲 nan，A.P.: Oxyge引 ulilizaliona岨 venlila
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般演題

乳酸，ピルビン酸，乳酸/ピルビン酸比および

lactate exce田による嫌気性代謝閥値の評価

呼気ガス分続 との対比

渡辺箆行・ 蛾坂隆一・ 相周健志・ 杉下織郎・ 伊藤厳・

嫌気性代劇闇値 (AT)は運動負荷中に乳般が産生

きれ始める点とされでいるが，血中の乳酸が滑らかに

峨加し.AT決定が図鑑な例も存在する"その原因"

1っとして。乳酸慮主主が織銭的代劇以外に。代.脚光遣

によるピルビン酸の増加のみで起ζっている可能性が

ある副本研究の包的は，乳酸産生におげる代劇性の因

子を総外するため血中乳隊/ピルピン駿比 (L!P)

および!actateexce鋪 (XL)によるAT決定を院み，

血中乳酸僧および呼気分析による ATと比唆するこ

とに忘る

5 対象および方法

対象(119例(女性3例I男性 16例.'李鵬 52::1:15 /4) 

でその内訳は健常者"略虚血性心疾患 12銑 そ

の他"阿であった 運動負荷は坐位自筆耳障エルゴメ

ターを用い 20Wより負荷を開始。 1分ごとに IOW

ずつ負荷量を精し。激しい護軍労または胸痛をもって中

止した 呼気分併に"マインハート社製Oxycon-4を

飼い安僻坐位 5分間と負荷中 30秒傷に分時俊気量

(VE).酸素侵取量(VO.)，ニ酎肝也炭素俳."量(YCO，l

を測定した。血中乳酸およびピルピン骨密機皮".安静

5分目および運動中1分割厚位 肘勧腺に留置したエラ

スタ針より鍵血し，直ちに除蛋白後，冷却遡心分離し，

陣禁法により測定した。 ATは対応する VO，の値で

示し，呼気分続では， VE!Vco，がよ昇しない条件で

VE!VO.がよ昇する点と L グラフよより復覚的に決

定し。 Y-ATとした XL 11， Huckab伺"陪従い，次

式のごと〈 乳酸の泡加分(Ln-Lo)から ピルピン

酸の湖町加分 (Pn-Polと安静時のL/P比(Lo!Po)の

-襲波大学胞床医学薬内制

(平踊つ<<ま市実玄台1-1-))

自闘を減じて求めた

XL= (Ln-Lol -(Pn-Po)Lo!Po 

ATはvo.に対し。乳酸。 L/P比およびXLが急般

に増加する点としt それぞれ。 L-AT，L!P-AT， XL 

-ATとした傭が滑らかに上昇するため AT玖と定が園

鍵な例では， Beaverら"に従い。雨対数グラフに変後

し2寵録近似ーとより ATを求めた

s 結果

盆例呈示

症例 1: 2Z歳女性健常例呼気分析より V-ATは

26.3ml/min/kgと決定された本例では，乳酸.L!P 
比 XLともに切らかな変化点をもって増加し，各 AT

は容易に決定できた(図 1I その舗はともに 23.9

mllmin/kgでY-ATより小さな催となった ピルピ

ン酸民この変歯点の右方で。程度調歯加するほとど去

った

復例 2: 55鍍男性..... 酸備は指数関数的な上昇を

示し AT位決定凶健であるが。L/P比および XLf;l急

綾な立ち上がりを示し。容易にL!P←AT，XL-ATを

決定できた(図日本例でも。L-AT.LlP-AT， XL 

-AT(16.Smllm山 k，1は V-AT07.8ml/min/kg) 
より小さな値を示した。本例同ごと〈ピルピン酸が早

期より楢加し始める例で" それに伴い乳酸も柵らか

に増加し，乳峻也による AT決定は図簸となる傾向に

あった。

図2に対象と批った 19例の各自'ATの制定結果を

示すオ プンサークルで示したもの陪 AT決定困震

なため両対数変像によって得られたもので L-ATで

は4例。LlP-ATで'"例がとれに相当する とれに

対し XL11全例において明らかな立ち上がりをもって

変化し，容易に XL-ATを決定で舎だ。各 AT(ml/
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XL-AT 
11.1怠4・

AT: anae 

症例l:L，LfP反..XLともに明らかな夜幽点をもヲて糧加し，各ATは容易に決定でき，
かっその値は V-ATJ: IJ小書館/1<0った ぜルピ'.は AT以後にft~・加す
るのみである

症例2 本測でほピルピン酸"早期よヲ増加し鈎め。
νp民"XLでのみ決定可純である
L: lactate， L!P: lactate-IOトpyNvateratio. XL: lactate似信弘

robic白隠泊。lι

~I陵も楢叡飼徴的嶋加を示し， AT IJ: 

L
M
札

ι
g
a
 

'" ri q・6

SUPPL.l 

唱ラ

4・
丘二且止乏
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各ATの測定鎗果

NS 剛叩'!k酬

4・

L-AT 
11.$宮"

。

， 

• 
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• 

~ 

" 

も

0 .。

心腿

".・L

~例 2
o ..，.，.，.... 1"';4/) 

" 
t・

V-AT 
H，l:tl.T 

。
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。

• 

3陶

.. 

" 

1・

yJ 

園 2

【

A
V
9
百
』
臼
建
屋
宅
臣
、

havlE

目

min/kl[)は。 V-AT14.7::4.7， L-Aτ12.$土5.1，
L!P-AT 12.6土4.1.XL-AT 13.0土...で， V-AT 

は他の3つの ATより有窓に大であった

5考.
L-ATとV宇 ATを比叡した堀告はい〈つかみられ

るがー致した見解は得られていない Greenら"は，筋

細胞で産生きれた乳腺が，血中にでて，.，.に反映され

るまでは時間的ずれがあり。Y-ATはL-ATより大き

〈なると帽告しており，本研究と一致する

運動ゅの乳酸の増加は.鍵，.的代祖"によるのみなら

ず，好気的..，胸下でも解緒系などの代樹先進によるピ

ルピン般の租加により mass action effectとして生

ずる可能性も箔婦されている.> Wa開 nnan';'''1叫

磁の地加がL!P比の綱加を伴うことより代樹性の因

子の関与は少ないとする考え方を来している しかし

彼らの対象に陪，ピルビン酸が早期より滑加する例が

含まれていなかヲた恵研究においては。ピルピン股

が早捌より亀岡する例が規...札，そのような例にお

いては乳磁の増加怯急般でな<.ピルピン阪の増加の

修.を除いた XLによヲ急綾な柵加が明らかとなっ

た このことは，乳酸の増加に代縦性の因子が関与す

• 止ι且
3・

-v-AT 2・

'. ，細川酬

EEJ 

2・

• • 

• 

-…("，，"，411 

~ 

• 

-e百

3・
• 

• 

症例l

• 
図 1

1・

初l

締l



68 心脆 Vol.22 SUPPL.l (1990) 

ることを示通唆していると考えられ勾 XLli代附性因子

を除外した鋭敏な ATの街繍となる可能性がある

s文献
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ー般演屠

Ramp負荷に対する呼吸循環応答

漏婚負荷量の遣いによる修・

高.'*・ 小池銅・ 伊東春樹首・ 谷口興ー・

角崎文昭・ "元参ー・・ 石垣則・・

Ram~ 負荷主去はー織的巳 vo，のiI鰻約噌加が得ら

れ anaerobicthre由。 ~ld (AT)を初め O.kineticsに

関連した各留の呼吸循環鑓樹の測定に過して，近.."

周されるように怠った しかし.その新構負荷量ずな

わち rampslopeについては未だ各研究者により異な

っている そこで今国民なヲた rampslopeに対す

る呼吸循環応答の差異について襖却し。各対象に最遺

伝漏増負荷盆の決定."みた

S 対象と方途

健常男笹山例{スポーツマン 8例。ー般健常人

5例)を対..とした隼働15-36l1li:(平均 19.9主6.5)• 
..，・4時7-68.0kg (平均 58.8土6.0) スポツマ〆

とほ，高俊生でIO.tB6に所属して.り。週に 5旬以上

トνーニングを行也、 peakVo，が，.ω(}mllmin以ょ
を来すものとした

心腕選勘負荷"昼食は坐位~ルゴ〆】タ CSiemel1!l

E1ema社製CycleErgorneter 930 S)を用い 20W

4分間印"，mのwanmngupの後， ramp SIOpe c。ト

trollerにより 6妙に， W叫{すなわち lOW/min).3 

a少に 1W(2(}W/min)' 2診に 1W(3ゆW/minl・3砂

に2W (40 W /minlの割合で選観的に負簡を唱加す

る4'障のプロトコールe自覚的.大負荷まで待った

なお客観的な野舗をするため、 411の施行矧序を無作

為化した呼気ガス分析はミナト絃;11RM300を周ぃ.

breath by brea出で臨調提録取盆 <yo，) ニ際化炭策調停

出.(VCO.l， lAM量【VEIt'測定したなお ATの

決定は W.舗e何""らの万台吾川に..づいて VE/VCO，

鍵'0'場・.大写医学厩蘇2肉"
{守 113 .:cf.文京区制働島 [-5-4日

タリニヲタsスタ

が楢加ぜずに VE!VC入が増加する点とした

な必デ タは四時~士50 で示し，統制H学的有窓差の

倹定には.paired t-testを用いた

s結果

20Watts 4分吻 w四 mogll~ 風 steadystateにお

いてむ拍叡(H則。収縮朗血亙 (SPsI，VO.. VEは4

8・のプロトコールに.いて有憲な"を"めず 4固の

...町負荷鼠麟はほぼ周じ条件下で行われたと考えられ

た

。AT雲寺の呼吸循環循様{図 II

問。 BP，は lOW/minにか2てはそれぞ仇同企

18 bPlll. 1S3ま23mmHa:.20W/min: 141主15bpm， 

19'土28nunHg.3OW/min: 141土16bpm. 184まl2

~H8ωW/m 内'<3企 15bpm， 182土32mmHgと

ramp slopeによる釜陪"められなかった また。 vo，
で愛した ATの晦に関しても各プロトロール閣で霊は

仕かった(10w Imin : 1.817会269mlllπUn， 2OW/min 

1.819土初1ml/min. 30 W Im;n : 1.802土295mll 
min. 40 W/min: l.81S土301ml/minl しかし AT碍

の負荷量払 lOWfm加では 120土17W，20W/mio持

128ま21W. 30 W/min時 118企22W.40W/min時

152念19Wとrampslopeが急綾になるほど高値を示

した

2l鰻大負荷時の呼吸循環摘線〈図。

収鏑期血a.peak VO.はAT縛と問機各プ包トコ

ール聞に差を毘め~か。たが。心泊費度についてはiO

W/min:116玄llb開o.20W/min: 118土12bpmに

比べて3Ow/min:169念 ll)bpm.4I)W!min: 167企9

bpm と有窓に~IIであったまた屋大負荷量に関して

は.1I)W/min:192:t2I)W.2I)W/min:224土12W，
3ゆW/min: 234土31W，4I)W!min:252全llWと
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同町
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1鈴

仰附・3瑚 ロt主ヨ
」
<OW川田 • 別刷 3OW，"抽 高討両目

国 1 AT'"ヲよUl医大負荷憾にお付る呼吸循環掬得

，~，脚"の欄遣によるiJVo.l4WR

"w 
~. ""・L・h ，... o<f.・，~ ，岡田

" 
" 

" 
間 Im;nlOWI附則的h・OWlmin

AT叩 M，. 
"ω 

関

回目-，閥l

QioW刷 2・W/min31)1山 40W/min

目:z-J了

醐

醐

揃

，. 

瑚

m 

，. 

制

四

制

.大負荷時の呼吸・a備制限

同悶

T f 

「μ・・，，~
「山，~.叩「

lOWI酬 舗.，.晶 3OW/ml. "W畑町

.，，，が愈畿になるほど増加した

3) dVo，liJWRとAT決定雛."."図2l

tJVO.ldWRI;l，lOW/min時 14.3士LOml1別加

/W. 20W/min時 13.4会1.OmllminfW.30W/min 

時13.1玄1.2mllmin/W，40w/min時 12.0主1.5

mllmin!W 1:: ramp凶""が急峻になるほど低価Eを示

した鼠験によって得られた後集呼吸指練 (VEI

vo.)から ATを求めるにあたって隙易度を l きわ

めて容易に祖突に決定で書る。 2決定可能。 3雛し

いが一応決定可能.4 決定不能，の4俊閣に分類し，

それ Fれの "mゅ'''''での AT決定雛易度を各対a
"について検討した その結集スポーツマ y では 30
W/minの slop噂で鱒易度 1および2が鈎%を占め，

‘図 2 AT決定費量.m
1 : ，わめて容易に決定で@る。2 決定可能1

3 障しいが一応決定司位。 4 決定才能



ー鍍健常人では 20W/minで腫.!d1t!よぴ2が卸

%を占めた

S考寝

Whipp "'>"により提唱された車線的漸増負荷法

(ramp負荷量告}は，段階的負徳法に比べて vo，の直線

的得加が得られ ATを求めるのに過した方陰である

しかし ATの決定は視覚的に行うため湿動能力に差

があり，対..によラては決定医驚なことがある。今回

の検肘では。 Oavisら"の報告と岡憾に AT時必よぴ

.大負荷時におげる vo，は各叫。"で遣をはなし WR

は.，，，が急餓信陪ど高値を示した しかしtJvo.l

dWRは，後らの鰻告と異なり slopeが急峻なほピ"

..を示した この理歯としては.WRの増加に対する

呼吸循環応答の timedelayによる可能佳が俵も考え

られる また4段階に分砂た AT決定震易度の検討で

は。症例数が少ないため断定はできないがスポーツマ

シは 30Wl刑.一般健常例は羽W/minの rampslop!!

が遁当と考えられた 般に選量的負荷符聞が長す.る

心鰻 Vol.22 SUPPL.L (1990) 71 

とvE/VO.の上昇点が不明瞭となり。一方...荷縛

聞が煙すぎると得られる情・¥i:l;iJl少な〈各指栂の動き

が激し〈なり...みとる敏値の根差が大倉〈なるため

対..例に合うたプg トコールを選叙することが霊安と

考えられる

s 文献

1) Wa掛町田氏W h ipp，B.1.， Koyal. S.N. and 

E峰山，W.L.; Anaer，山""曲oldand respira 

tory gas exclUlf沼ed¥lring exerc国 J.Appl 

Ph"ぬ1.， 35 : 236， 1913 
2) Whipp， B.1.， 0劇院j.A.， et al.: A t~ to deter-

mine par創netersof aerobic fw哨ぬndurino 

exercise. j. Appl. Ph)'$Iol.，切 217，1981

3) Davis， J九 W布陣 B.1..et al.: Eff.問。， ，酬p

slope on保"m岡 山nof aerobic paramete同

from the r鉱npexere国 test.Med. Scl. Sports 

Exerc.， 14 : 339， 1関口正
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ー般演姻

運動負荷時の血液濃縮

血中物質調定への&・

山口郎・ 小伝栄F ・ 鬼沢途失・ 宮沢光瑞・

週駆動閣の血中物質調働a変化総 当額納貨の血中含量

変化のみならず。血甥成分の血管外濁幽に翁づ〈血機

iIlII'.....'にも膨・される本文ではω臨床約選動負衛

隊般における血液漫植の程度を検医するとともに，そ

の彫・を倫外して血中含量変化を四百する方言去を述べ

る

s原理(園1)

安働時金血量51，うち血縁21白血媛 31白血畿中

に物質・が3単位存在すると仮定する この時ヘマト

タリツト(日}は<0%。 事の温泉調度は '*位11であ

る 運動岬に血実家および*含震が不変，血援が2.5I 

に減少した鳩合，Hは“ 4%， 牟漫lI'ま'.2単位/1と

なり各々 1.11.1.20倍宛増加し，これらは血匁盆減少

(血液温鎗}を反映する逆に遭働によって変化しな

い舗愈物質の機度変化から金凪， ""舞震の変化が求め

られる 赤血要求はu物質の条件を備えることが知ら

れているz・3 全血赤血".，.すなわちヘマトクリッ

トおよび判.xの血中測度が安静時 H，.[xl，.運動時
H.. (XJ，の縛，血液漫舗がない揖合の運動時Xの漫度

(xl.. 1;1:全血.血感各々

(xl..=(xl.H，IH倉 UI
=(X).H， (lω-H，)/H，(100-H，) (2) 

で表される すなわち， (xl..は [xl置に H，と H，tで
決定される繍正保散を媛じて求められる函2に， H， 

をパラメータとして，ヘマトタリツト変化 (H.-Hι}

と僧正保散との関係を示す

s対..と方涜

健常人総.s(58*8.)と心篠息患者 111名(51土9

.山形大解医，....術院.失検.・

仰向仰向山 }

.)を対象として， 3分省撃に負荷..を漸織する仰臥位

選動負荷猷届鳴を症候限界性に施行した 負掬前，負荷

命各段階毎t 負荷後3，6. 10分咽各時点に右飢骨下停

脈より傑血し。 C仙 lter$Plus-IIIでヘマトタリットを

湖定した全経過中，分縄酸緑綬取盆.心鈎枇動脈

a. .c.-m幽..を測定した

5 結集{袋1)

ヘマトクリヲトは負荷量とともに相加して負荷船点

に最大となり，負荷後は緩徐に減少し'"鯵僅に近づい

た ヘマトタリットと酸衆自慢取量および血行筒量変化

kの刷には組な定相関関係 (r=O.3-o.41を認めた

が。個人重量が大唇〈後者から前者を引量定するζとは図

.でるった。ヘマトタリフト増加は健常務 (4.aO.9

%)で大であったが，心疾患訴(3.3ま1.2%)では分布

が帽広し開"ともに般大約1%の増却が観験された

S 考調書

本研究k毒症候鍵界性運動負荷臥厳において図 lt間

程度，あるいはそれ以よの血液潰繍が生じることを明

らかにした また血液a纏は固体差が大事<，一例俸

に槍箆すべきことが示された.このためにはヘマトタ

リツトを潤定ずるだゆでよし元来が血中物買を爾ぺ

る目的であるので実純上の問題はない 益噂物質"必

ずしも赤血要素である必要}まないが，容易かつ商"，.で

測定できt 全血漫lI，血鍵温度のいずれの摘iE<も遜

周し得る点に結いてこれに膨る物質"ないと考えられ

る

補正式UI憾単純な比例肘"であるが倒正式ωはい

ささか繍維である しかし.式ωの橋正係数{図2の
実鎌)は ヘマトタリットの安静値による変動が少な

し運動時のヘマトタリット楢加に伴いほぽ直線的下
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褒 l 翠動負荷によるヘマトタリット，跡嚢11'<0:.1>よ"'現行櫨S置の変化

健常者 心横思患者

安静鴫

負荷量(W)

へマト?，)"/ト(%l 39.4土3.7

醜軍摂取量(ml!min'kg) 3.7土，..

心拍出量(IImin) ， .1主，..

心拍数(bpm) ~土S

平均動脈正(mmHg) i白土l2

R回 Exerci揖

R吋 田 Il: 2L 
鴇'

可否司n

• • 
Pluma:3LI • I 2.5 L • • • 
..間atocrlt ω%  44.~ 指

c.白c.01 ・ 3/H. l/L 3/2. 5L ・I.21L

国 1量動による血慣容積の揖少に
博い，樺血瑚と物質事町宮量

が宜わらない喝告にも.これ
らの温度が量化す畠間俸を示

す

降を示す図中細い破線は 1-0.04(H.-H，)の関

係を表わす直線でI 摘lE式(釣との盤属。家安静値3S%

以上，変化 S%以内の鳩合，.oz以内である すなわ

ち。日常の週動負荷鼠験にみられる血際物質温度変化

は，含量の変化をヘマトタリフト褒化の約4倍惜)宛

過大評価する ζとを窓味ずる

運動時の血中物質解置において血穣...は無視で

きないことを銘記すべきである

s 文献

1) Smith， E.E. et aJ.: P民事 Cardiovasc.Dis.， 18 

421， 1916 

2) van Bea町叩， w.!1. Appl. Phys。川 31: 112 

最大負荷時 安静岡 |最大負荷時

12'士23 "土28
44.1:1:4.0 39.3主39 42.6:1:4.1 

29.0:1:4.3 3. .土，.. 21.1:1:6.2 

15.2土7.S '.7土1.1 U.3主3.'
l騎士12 騎士12 133:1:28 

1"宜lS L凹土13 131:1:21 

..は平均値土棚$鋼還を表わす

。 2 

‘ 
6 

" 守虫、.
a 

Eurdse.lnd<IC付加叫鳩山吋欄 " 
図 2 翠動によるヘマトクリット増加と禰疋係数との関係

~1珊"全血混~に適用する禍ÆS史(1)，要録は血皇軍
調度に連用する綱正式(7fの各補正保歓巳対略ずる

右舗の敏値"ヘマトクリフトの安静値告示す 犠組

ほ禍E式ωの近似直鎗.表わす

1972 

3) van B組 問ont，W.，etaJ.:1.A剛.Physiol.， 33 
55， 1972 

4) vanBeaumont，W.，etal.:1.AJ)J礼 Ph四ω"“
lσ2. 1913 

5) van Beaumont. W山政al.:1. AIIIIJ. Physiol お

47，1973 



74 心風 V叫 22 SUPPL.l (1990) 

ー般演阻

無症候性心筋虚血の運動負荷テストと血管作動物質

丸山薄明・

疋函浩之・

水野杏ー・

凝固明・

永吉広和・

中村治維・

高瀬舟.'1'・ よ畑稲美・ 西岡利彦・

三谷秀樹・ 菅原簿子・ 里村公生・

鍾研ー郎・・ 神国佳和・・ 吉野芳夫・・

思'曲解....を"，.する上で節調E・の俊状のない心筋

虚血 (si1entmyoo::ardial肱陶凶a巴 SMIlが近年判閣

となっている。そこで私遺憾宛絹物賓として霊安な俊

樹を集たし組織の虚血によって劃旭すると考えられて

いる Brad内川 n(BK) I)~よぴ心筋虚血に魯畿な関

係があるとされるプロスタノイド 'PG)代樹の商から

検討を行った

s 対象

有症状の狭心症に SMIを伴う虚血性心療息〈白，)m

分煩皿盤}初例

s 方法

MM'鴎 tt径製8500を用い HoJterOCG 48時関連

続包録の後阿佐観8醐 Tで'附した J点より 0.06

秒の点で l.Omm以下， 30秒以上ST低下が縫いた

.舎を有志な ST降下と考えた その記録と同司自に

Bro~ の protocol でト νッドミル溜動負荷テスト'Ðð

時危虚血 性 ST降下掴隠し symptomlim凶の

負荷を実施したこの時に安静時肘前農ゆ肩血を実施し，

血諸夜中の邸《舗， Thro曲。xaneB. (TXBoJおよび

6K針。叩町民aglandinF，a (6KP引をRlA訟で測定

した HoJterE録中に有震な ST降下を認めたが-

aも症状を示さなかヲた鮮を SMI鮮(隼働67企，.，

回毎10)。記録中に一回以上狭心緒を傍えた"を AP群

(年働"士10.質， "事10)に分頬した統計は間関ired

t検定を周いた 両駅間で年働，冠動煉進"'"見に有

.. 差を..めなかヲた

S静岡例 大手醐1内側

(守ま泡所沢市.. 本金"

時制大学.，生化学

円'"闘衛畑肝帥1-1-5)

8結果

a) Holter D叩による検討"時間当りの ST降

下園散は SMI鮮で 10コtlO因。AP"で6土4国であ

りAP鮮の平均6困のうち狭心痛を停ったのは平均2

固であった 商嶋聞に膏窓な釜を留めなかった

b) Exによる検肘 S誌にて SMII揮の 10例中 2例

に.API躍の 10例中 7例に胸繍4量生じたぷ検定で

有""聖を毘めた (p<O.OS) 溜勘耐容時聞は SMID

6.0企1.8分，AP1II7.1全2.1分であり商勝で有語障な"

がなかった.E，酌およびa医大負荷時の心鎗徴。収縮

JOldD.a. pre碍sureT8te product (PRP)は図 1に示すよ

うに有III差を隠めなかった J点から 0.08砂の ST降

下度は SMI騨-}.7土0.7mm.API孝一1.5土O.9mm

と商群聞で有窓な差を隠めなかった。忠弘 TXB，.6KPGによる倹肘 BKは$MU障

が 15.9土8.8開 Iml(0=9)， AP鯵がlL7:t12.8pgl

ml (0=7)を示し当院で週出した健稼対照例，=首，01

縛)8.0土'.6四/ml(n=8)に対し SMI鮮は有窓な

上昇 (p<O.ll5)を示したが SMIIH:API撃の聞には

有"な差を飽めなかった(図2友). TXB.は SMI斜

3お土78階/ml(0=5)， APlf.3国土62pg/ml {o=引

を釈し control詳 190土110pg/ml (o= 18)に比べ商

務ともに有窟に (p<O.02)高値を.6KPGはSMIIf.
291土1∞pg/ml(0=9). AP" 28l:t85 pg/ml (o= 

9)， c。目""鯵~.士!*l pg/ml (0=18)を示し，その鐙

集TXB，/6KPG 11箇 2右に示すように SMIIJ

1.3羽企0.33(0=5)， AP僻1.2畑土0.22(0=5)，co川 町 !

群o回全0.43(0=18)とcontrol併に比べSMII写は

高値 (p<O.02)を示し APlft>高い傾向 (p<O.l)を

示したが SMI鮮と AP"吻聞にほ有窓な楚老健めな

かった。
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5考娘

今国の検討で11Holteすによる 5T降下を@考Jヒし

て心筋a血か杏かを判定した症例を図3に示す左

よより心舗数. ST~同位のトレンドグラフ，その鮮細

図.下に爽援形.右側に'"待の心電図を示す HoIter

をa棄却・中に'"を実舗し Holterの5T降下が臥中の

5T舞下k向閣E置に虚血笠宮T降下を示すと考えた。

沼動脈進彪で2綾病変を確認した偶成男性で E，の
.. 以外に自転車に乗っている時に虚血性5T降下を示

した Coh"分婿皿型を対照としたため鯖果ωに示

すようにSMII字も E，にて，..醐縄を示し，胸痛の発

現に運動強度の釜が考えられた避に AP'揮で E，に
て胸繍を示さなかったのが3例あり胸痛附舗の問題.

が考えられた BKに関して隙擦血方法の問題点も多

いが今回同検討では麟帽の野発に関与していると}まい

えなかったむしろ controllfに比ぺ SMITで高値

を示した点が注目された BKと関係.<.置い PG代樹"

の中でも心節血血に関与する TXB./6KPG位関して

も繍討したがSMltはAP"に比ぺ有震な霊がな<， 

control併に比し両信を示した以上のように代謝面

からも，tた結集 a).b)に示す虚血銀貨と血行動舗の

薗からも."度において SMII撃は AP思想に比ぺ経〈

ないことがわかった 胸痛の発現像序に関しては今回

の検討では不十分であり BK績の様血時期間問題， β

エンドルフィン・噂に注目して規産検討中である

5文献

il Kimura，払 Hashlm。同K.， et al.; Chang，ωm  

bradykinin加 eJin cor加 arysinus blood afl国

首Je experim飢 tal occl凶 ion of a coronary 

artery. Arn. H個 11.1.， 85:6お"197匂

2) NeedJ酬 an.P.. Key， S.L" et al.: Mechan四 n

街、dmodifieation of bradykinin-ind以胡 ω静

""1"岨刈ilatio札針。cN，ιAcad. Sei.， 72 
2(渇0，1975 

3) She慣 .O-S噌 Adams， K.F.， Hinderliter， A.， et叫I

Eod。ゅh同 arerelat，ω ω J)am percep出 "m 

∞ronary artery d!鍵 a鍵.Am. ]. Cardiol.. 69 

5勾， 1鎚7
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一鎗演題

運動負荷試験における狭山、痛誘発

ST偏位関{自の変化

大嫌雅也・

雄弁雅樽・

川久保清・

戸国為久・

労作侠む症例区省いて 遭動負荷民政時に換心痛を

伴わない 5T下降も高須度に".られるが，間-jf例

に.いても。傷多号された 5TU回位が後心痛を伴う宿舎

と伴わない揖含のある ζとが。しばしば鍾険される

それは溜動νベルの遣いや抗袋心症漏の投与による

5T偏位の稽度の差。すなわち虚血の極度の霊による

ものと推察されている"そζで袋々は後む繍旬号発 5T

燭位開催(sT周憧)を想定し.週動負荷鼠験における

5T随/1の安定住，叙よぴ5T聞値が変化する渇合の

要因について候Z守した

5 対象と方法

対象信 組床的に'"限的奴心症状を有する 5T下降

型，，~狼心症臼例〈男 55 例。女9例I 率均 51.) で，

償問性心筋視察 10例を含む..例中"例で震動根遺

'ちを縮行 その内訳1:::，spa釦 3の佳明された O伎例変

3例. l'受病変(丞75%) 14飢 2伎縛変 16例. 3綾

抑何度 11例!左主."，何可愛{孟50%)3例であった 全

例 2カ月の聞にト νッドミル運動負荷鉱験.，回以上

施行し。少な〈とも 1慣は.. 心痛を伴う虚血栓5T下

降を示したものとした 31例で 2閤 26例で 3固

6例で4圃.1例で5間運動負術院験を.. 行したが，

各a例の無役週臨時を controlとし。 .. 議後あるいは縄

復期での再検を含め，野L05@)につき Sτ 間惜の変化

について倹肘しだ ただし 無役員眠時の運動負荷賦験

を施行されていない 19例で".民狭心症認の最も少

ない時のものを∞nlrolとして縁った.選齢負荷鼠織

はB=.法を伺 い 解街システムは主にフクダ電子

I! ML8000にて行った狭心痛続完時の 5T姻位".

東京大学歯学..宮内側

('P' llJ 東京銀文京区道修郷 1-3-1】

問弁容デ・

井上博・

三繍篤子・

杉本恒明・

25檎の加算記録を主に用いて淘定し各"例における

・ゐ 5T畑位の大きな鯵温厚を用uだがi ほとんど V，

'"Wであった

s 結果(褒1"銅}

① 1. ，回目とも狭心繍が鶴男され.かっその時の

5T縄位が O.5mrn未満の銀還をで両極度であったのは

34固で.5T開催不変と考えられた ② 5T倒値が変

動したと考えら札たのは 56闘で， (J) control時.後心

摘が傍突きれ 2固冨に怯侠心粛を伴わなかったにも

かかわらず。，回目の 5TO同位が四種皮ないし大であ

ヲたのは"園で.5T闇値は噌3たしたと考えられた

{幻 1.，回目と.侠毛布‘が禽多きされ 5T開催が 0.5mm 
以上登があるものは"国際められた 内 15聞1;1:ST 

鵬値噌大.13 固は 5T 関値観良少で~ったが，この 2 つ

U凝返しの表現といえる (3)control時有"な 5T降

下を生じたものの...心繍ほ跨発きれず。 2回目に侠

心痛が餅，号されたが，その 5T僧位が問極度ないし小

であラたもの肱 5T関纏減少と考えられ 5包"めら

れたこれは②"'"裏返しの表現といえる③狭心網

膜発憾の 5T偏位が侠心械を伴わなかった開より大で

あったのは 15固で.5T関温度動の判定不能とした

すべてが判定不能であった 4例を愉〈 ω例に結い

てI 金"5T間信事不変と判定されたものは 20例 133
%)で，この群は 5T間信が安定しているものと考え

られた少盆〈とも 1園以上。 5T醐舗が夜動したと判

定されたものは""例 (67%)に"められこの鮮は

5T簡価が不安定なものと考えられた 冠動脈遺影を

纏行した 53例について.5T閑価安定鮮と不安定勝に

お付る冠動脈遭修所見を比殿したが，権el実歎の分布

に釜を"め"かった(園1)

次に 銑後，&liIJ破そのものの 5T聞儲応対する影.
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褒 1-1. ST嗣値不麦

111後心翁【+)-!I!":'局.【+) ~闘 ST闘値ー

.1ST"'.1ST 

2. ST剛0・変動 50臨
111練心鮒{令}ー狭心痛(ー) (23困1 ST闘値 1

.1ST:s>.1ST 
ω_-u.(+)ー後心痛【+1

.:1ST <.:1ST 
dST>4ST 

ω~心a・tー》吋製心街'+1

4ST.量4ST

3. ST鮒舗の伎町判定不健

(U Jlii>o・，+1ー・3安心術'-1
4ST>AST 

間娘心爾(-)....."-.心街'+1
4STピ4ST

".圃}ST同値『

(13哩h ST同値』

日 回} ST闇値i

"図
，><聞}

( ll!)) 

をみるため.contorl時集後震で。 2回目がc.鎗筑罵

単槍倹与後均四，碕酸藁単..役与後1<園.，遮断藤

....，脅与後9阻につ曾検附した(箇 2)，C. t禽'""投与
後は 1(/19園 (74%)でST鵬障の2・*をみたが，獄

後顔。 p遮断揮役与後で隠それぞれ3m固 (23%) 

2/9園(2:2%l隠す.なかったとれよりc.徳銀東自

体に ST聞値を鋼大させる仰mのある可能性が矛A俊さ
れた

次に密実心費制限売に亘る.での時間 {膨婦時間}の変

化と.ST閥障の変化との関連を後討するため，すべて

のST鵬催槽大別 38l!i1，不震時3<固，減少時 18固に

必"る"'"適時間"固目の瞬発時間 c∞"，'時の

際費問問)の夢均値を比叙した ST闘値増大時のd

栂....聞は...企1.9分で不変時0.7企h‘分，減少

時 0.3土2.0分に比し有意な延貨をみた (p<O.OOJ)

ただし.とれは.ST筒値が楢大したため，週働時閣が

雇処したkいう製図も含んでUる可能性もある

5 まとめ

l)労作後心症64例につ曾1 週動負符隊験における

ST闘備の.. 化について舗前レた

21"回中"回 (38%)でST闘0・"不変。..回

ST嗣.審定 ST島値不安定

1'-15 ，.野

園 1 ~~嘱麟免町鋼健闘儲の安定治と泡動脈唱団膨
所見

EiiEEi 

悶 2

(62 %)で.. 勧した

)) ST側備の安定性と冠動脈遺膨所見とは閲適が

信かラた

4i""錨銚議自体に ST崎健を綱大させる作用のあ

ることが示唆された

5) ST嗣幅増大時値不，.附減少時に比し袋ω
繍鶴舞運動時間の延長をみた

， :t献
l)村山iElI: a眠症候性心筋.....同ーその8.府像をめ

ぐって l 遺制荷隊験Th~.岡山 R哩.'"
8:1226，1鎚&
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般演姐

陳旧性心筋梗塞患者の運動負荷後の ST変化

ST一回ointea-ralm岬による検討

， .的

細谷$雄・ 地図こずえ・

殿問一郎・ 2水

拠隠性心筋... 患者の運動負符後の ST低下につい

ては Z駆動負荷により鶴発されたω筋虚血という鋭と

痩 審鈴ST上昇の rec::iproca1changeという艇があ

，.米だ信.."幽ていない そこで後々はi 陳悶色下

壁む筋穫君臨患者を対象として 遺動負荷体袋荷電位図

を緒行し。運動負荷後の ST変化を ST問。integra1

m"を用いて倹討し，運動負符タリウム心筋シンチグ

ラム冠動脈迎彫との比般を行った

s対象

対a院は康旧色下聖心筋梗!U.響 52例で，金例に忽動

脈遺・6および運動負荷体事長薗電位園を施行した 忍動

脈進膨で初%以上を有望'"窄と定穫し。 1，重病変騨

(t VD) 12例。多校病変騨 (MVD)40例に分刻した

全対象 52例中 35例(1校側夜醇7例，多桟病変騨2海

側)に運動貧術タリウムむ筋シンチグラムを施行し

た

s方議

運動負荷停表面‘位図 SymptQmLimitedにてト

レッドミル還動負荷を施行し 負荷".よぴ負荷際了

後I.S分に中自電子製 HPM51∞装置を用いて 81点

より電位を記録した.J点より T渡の終わりまでの前

3/8をST留と定め，運動負荷前後に各腸場点毎に ST

舗の時間積分鍵 (AST)を計算し.時間補正を行っ

たue運動負荷前後の ASTのi切 lnlegralmapと負荷

ltilfi:の ASTのき豊 CdAST)を示す differencemapを

作成し， differern:e mapで 40μV聡 C以下の AST

山形大学医学部.，内紛

{守 醐"岬刊暗闇 2-2-2)

ハ巻通安・ 4公井静之・
楢・ 安井昭二・

の減少を示し，かつ運動負荷後の ASTが 20μV鈴 C

以下の時 ST低下(+)と判定した問機に difference

m"で40μV穏 c以上の ASTの泊加を示し。かっ負

荷後の ASTが20μV鍵定以ょの時 ST上昇 (+1と定

a換した

選動負担町タリウム心筋シンチグラム トレッドミル

運動負荷を鎌行し。負街直後.よぴ3時間後に4方向

より鍋像し，復覚的に再分布の有無と01位を判定した

5 鎗県および考娘

111図 lは。多俊病変齢の盆例で。運動負荷心筋ソシ

チグラムにて断墜に樗分布が"められた 図左のよ段

と下段は遭働負荷前.よぴ貧荷後の ST isoint句，，1

m.pを，図右の上級は differencemapで鍛錬郎は ST
低下領抱腹を示す 図右下段1iAQRS depart凶remap 

の 2SD areaつまり幌欝鋼M院を示す この症例では

前胸飯でSTが低下し，梗'"俵域を中心に STが上昇

した

'"全対象臼例中 STよ昇のみ宗した鮮が4例。 ST

低下だけが'"時.ST上昇と ST低下の双方を示した

"が 10例，有窓な ST変化を示さなかった群が 16例

であった ST低下を示した 32例中 22例 (69%)は

ST上昇がなし ζれらの症例では ST低下をSτ上

昇の reciprocalchangeで眼明できなかった。

(3) Sτ よ界器使 lに示すように 1VD 3例 (25%し

MVD 10例 (25%)に STよ昇が"められた STよ

鼻は硬.. 領域 l下腕節。背節)に認められた

(4) ST ~下 1 VD2g1j(l7%). MVD30例(7S

%)に ST低下."めた 1釦術家鮮と比鮫」多伎m
"..に有窓に (;(''='10.9，p<O.Ol) ST 低下を示す頻

度が高かった ST低下は左前胸術を中心に認められ

た
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1m 1 Y.N.，隠.男怯
隙悶盤下虚心筋穫. 多筏病変例運動負荷心筋シンチグ，ム前盛にR分布(+)

集 1

ー[ST低下]

5T母下【+) ( -) 

1控病変騨 2 " " 多枝痢E脚 30 " .. 
3) ~ 認

~' = lO.9 (p<O.OI) 

'5Tよ鼻]

5T上昇(+) {ー}

1瞳痢霊碑 3 9 " 多続柄~" " 30 .. 
" 39 52NS 

[sT低下と再分布との関蝿]

運動員荷停裏面電位図

5T低下(+) 〈ー}

彊動負荷心筋シンチグラム

再卦布(+) " 1 

" {ー} 5 ロ " 
n " 3れ5%'=13.1 (p<O.O伺II

(引運動負荷心筋シンチグラムと体表面電健闘kの

比線表1に示すように体表面電依図の 5T低下の有

無とむ鴎シy チグラムの再分布の有無の聞に有窓盆関

係 (x';;13.1，p<O.OO(1)が隠められ.5T低下は心

筋虚血を反嘆すると考えられた 芳 5Tょ'"再分

布の聞には有窓な関係は認められなかった。体表面"

位図では STが低下した 22例中"例 (77%)肱心筋

シンチグラムで再分布が留められ，その協の血血と考

えられた 再分布の節也は， 1枝視野変書写下鍵1例，

多後帯理事厚 前I!'.隅<0侠L下"・後髭4例。前量

および下盛1例，心尖郎1例だった 多校時膏変"に前

盛 岡併隔に再分布を有する例が多<.左前下行銭病変

による虚血が関与している例が多〈含まれていると考

えられた。体表面電位密同 5T低下傾様と心筋シンチ

グラムの再分布の.. 位を比厳検討した 前鐙に荷分布

を有する署札下盛に再分布を有する鮮ともに体袋荷電

位砲では前胸郎で 5Tが低下し.5T低下傾犠の明ら

かな進いは飽められなかった $T低下領犠"異常Q

波領域の郵他と大嘗きに彫・されると考えられ，下"

... 例では，典曾Q'宣領期院である下胸郁.，官僚でほ

5Tは低下せず。左前日陶書容を中心に 5Tが低下すると

考えられた

g 文猷

1) Watanabe， T.， T仰 ama.J.. Toyoshima， H.， 

。蜘d，H.， Qhno. M.， Ohta.τ吋 Okajima，M.， 

Naitou， Y. aod Yamada. K.: A practical micro-
e聞卯 erb.聡dmapp 略 system(or b叫)，=

face， pr民，，'凶11，and epicardium. Comput 
Bぬmed.Res.， 14 : 341， 19栂L
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一般演題

運動負荷心電図における V，誘導 ST低下の意養

，.川II二・
相原直彦・

佐厳錨男・

鎌倉史郎・

高木洋・

下村克鋼・

運動負荷心電図において V，"喝を含U広筒~"

胸".舞場で 5T低下を示したとき。高度で広範な心筋

虚血であると解釈される場合と対側穆砲の 5T上昇の

鍵面俄であると解釈されることがあり その窓麓につ

いては措立されていない 今回。 トνッドミル遷動負

荷 (TM)依放において...胸鶴 V，'努事で有憲な 5T

低下を示した復例についてその臨床像と窓動脈造修所

見を比後検討した

5対象と方議

当センターで 19抗87隼 1月から 1987年 12月までの

1隼聞に.tr，四dmill遭動負荷S実験を施行した速艇

1 ，736 g1Jから，前胸鶴 V，瞬場で J80 に抱いて I~

以上の水平または下向型の 5T低下を示した 17例

(l %)を遺ぴそのうち冠動醐遭修と負荷心筋シンチ

グラフィ を同時期に待った M例〈男 12例，女2仇

59主，."金対象とした A-Cバイパス後右側プロ

ックなどの刺撤伝等陽書伊川除外した

トνッドミル運動負荷民験は.symtom-limited.ま

たは予潤..大心鎗敏 (MHR)の90%までの B=<の

プロトコールに観じた多段階負衛隊験を行ヮた" 陽

伎の判定は通行性の胸痛 庫たはJ点でl.Omm以上

の水平または下向型の 5T低下。 J80で L5mm以」ヒ

のよ向型の ST低下とした 怒動脈途膨で11.AHA 
'"胞の 75%以上を宥窓倹窄とした 負荷u筋シンチ

グラ 7ィーは，坐也自転車 ergometerにより施行し

た剖

s 結果

1"時中，陳悶性心筋梗週隆盛 4例陳国色ν心筋幌患を

'II.ttM問 U ター内線
(.田畑市融制州

合併した侠む."例便..の厩往のない.. ベ:'1iE5例が

みられた 典型例を後述する

薗 1: 47"男性で，際問色下後壁....に後心佳を合

併した症例である TM 負荷 (stage5. HR 137/分

終点ST低下)により胸歯車穆湖町.で有窓な 5T低

下を認め，運動中止後4分まで縛観した 11，!!I. aV. 
..~で 5T上昇は包めず。岡崎に"録した食道..~で

は，後.. の翠運動異常を反映していると恩われる ST

上界を舘めた 胸痛也あり."盤の広範な心筋盛山が

震われたが.11動操進膨では。左前下行後 (LAO)には

..稽はな〈 右冠動脈 (RCA)と左団簾伎 (LCX)の2
敏リ病変であった 負荷心筋ジンチグラフィ では，後

霊領織に不完全再分布を有する下，後目陸繍峨の欠損像

は"めたが前鍵領岐には虚血所見は"められなかっ

た

この定例での胸"..喝の広範な 5T低下は，後....

Z巴よる ST上昇の reciprocaJchallgeが加わったも

のと考えられた このような後鍵贋賓の 5Tよ昇が

V，.，の 5T低下を生じていると考えられる後霊梗塞例

が M例。8例 (57%Jにみられた。

函 2: 54"女性で複塞のない袋心症である運動

負担智 (stag軍 6.HR 13ν分。終点胸繍)により胸".. 

ilJ V'_fの広範囲に ST低下が認められた 負荷心筋

シンヂグラフィーでは，前盛まから中院にかけて再分布

を有する低利.淀属医を認めるが。虚血の径，.としては比

較的程度であった冠動脈造影では.LAD齢7-90% 1 

俊樹変で白 ζの箆例での広範な胸"甥噂での 5T低下

が 高度な前盛鹿血を反映したものとほ考えられなか

ったこの症例では安静時ι電図に.v，.. I!UIでlarge

R. large SでQR5滋形の異常が毘められた したが

って。附胸郎康男での広範な 5T 低下は。この QRS~支

形の異常の二次位変化により強調されたと推測され
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.健闘 負荷中

1 舛持ち常的
"与二伝説五L

【一一ー一一叩一一一一

出来日?jy斗{川、

附
.V. 

L..;..一一
一一寸1

品斗 ベJ ーづ汁A

品 ~j~斗ムニ!iJ!一二J.

負荷鯛 '‘'町司ド

V，ポオ?守

v， ...::.AI..-.........v-I......γiqf 

V. 

V. 

V白

玖 !日ーし1iLElふ

国 2 トレッドミル適齢負担H"図{‘"・.M.下後量榎..n作性狭心~I

とのような症例が"例中2例 (U%)にみられた

個 3: 60.男性で.，使容の伝い狭心密室である 運動

負衛 (stage4， HR 157/分.終点ST低下}によりV，..

の広範なST低下を生じた 貧初心筋シンチグラフィ

ーでは，下壁にのみ夜分布を有する欠損像があり，主

た忽酬暗影でも RCA束"の狭稽病変であった 11.

IURWで QRS波形m'または， aV.穆噂に laterを

，，~.右側プロック頬似の QRS波形を示したしたが

ヲて ζの症例での広範な鯛郁....でのST低下も

QRS被離の異常により強関されたと鎗測され，このよ

うな復例が 14例中2O暗 (14%)にみられた

忽鑑原選.，で".広震な前盤a観血を生ずる可能性の

ある君主主幹.，，"震や3綾病変"1例のみで.LAD近位

a障の鋼何度でも 2例にしか見ら九なかった.この3例は

いずれも負荷心筋νンチグラフィーで前壁虚血を示し

たものの，その程度は高度ではなし 2例 .1QRS異常

を伴い. 1例..後盟，....を合併していた.

s考吸およU鎌纏

運動貧荷鼠験で。 v.I房副.を含む広.，な胸部信温厚で

ST低下を示す盆例の額a置は 1%と極めて少なかヲ

たこのST低下...冠動脈遺彫や負荷心筋シンチグラ

フィーで示容れたように，学a度以上が後霊梗邑例であ

り，左主総総病変や LAD返信舗病変による高度な削
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" 
s・6電前 ••• 負術館 .. ・9
~ーよA↓~ V白 十~ーい十十十

" '. 

阻 析Ltt'. 

'. 寸γI寸寸ナ". 

'. 十ナ↑T 寸.，‘ 

". へいlJ/ '. μLL 
掴 2 トレヲ ド ξ必温風負荷心・図 I~・L 女 n~也~.vll:)

...血.反映している可能健法低いと織測さnた

傘た0・ta:，"が""しているように。お冠動脈 1筏

病変による後昼寝.を合併しない下壁複竃では V. 
..~で有I!な ST低下は見られなかうた ζ とから...

霊...膚でのみ後.の壁運動異常による STよ昇の鍵

画像と してV置のST低下がみら九ると考えたー方。

後昼梗竃の会い鍵例では QRS事実"の異常により二次

的に ST低下が強関された可飽俊が高いと恩われた

S文献

。Sato，I~ Tomobuc::hl， Y.. Fω納ashi，T吋 Ohe.T噌

Kamakura. 5.. Mat山凪 M..Hue， K.副

Shim倒羽田!比 Pω".蜘附i暗唱錯。'''~
叫'"叩l1exer抽 inv，叩stlcana''''-
Clin.. Cardiol叩 8:20‘"85 

21 K¥I$h凶砲"， F.G日 Ok.d.、IèD.吋 Ki~nba凶.H

D..S似κber.C.A~ Str....ss. H.W. and Poh皿 G

M.; LIIni'白川間，-201uゅ.take曲 eτstr，開 t回

illl in patients馴 thcoron.ry artery diselUt: 
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トレッドミル量動負荷心電図 (60fI..男。労作性狭心症}図 s

による下盤:8!aにおげる選働負荷晴の前胸鶴".

ST低下の."臨む篭図.7: 635， 1987 

CircuJat旬、 ω341，1981 
31計図骨子，佐原....，相原U ，鋒倉史，"，総久

茂久，"，大江ヨ.，下村克朗右沼副防総1敏病変
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一般演題

胸部誘導 poorR wave progressionの臨床的検討

遭動負荷タリウム心筋 ECTによる骨四

夜国初之・

山崎昇・

倉悶千弘・

"'*'明・

備本畿裕・

5日ロ貴久・

(N) 28例.PRWP(I) 12侃 RRWP(N)6例.RRWP 

(J)6例。 QS(N)6例.Qβ(I)18例であった水平角

の検討では QS(N)が“全2.1賓とコントロールの 31

全6.7度に比し。有意に角度の柵大すなわち解剖律的

盆童館市友側方への備位を鹿めた(p<O.05)(図 2A) 

農事角の畑位には有意径を.. めなかった(1m2B) 安

鯵附の V，.V.修辱の ST-T倶常による".複穫の雄

定〈褒1)もこ闘しでは illvertedTでは S関C侃city93% 
であった 負荷心電図における前盛樋漢の有無の措定

(袋2lでは 31浮会体で senSltlVlty臼%.spj!Cu自icity80 

% (p<Oω1)であゥた

得11112E需海む電図の V.から V.でR援が減高した

所見を poorR wave progr目指 M(以下 PRWP)と呼

んでいる PRWPを更する考察患の中で前壁中関根2
2ヒ的πnalvariantの鑑別は趨床上軍要な問題である

しかし。 PRWPの成因のーっとしての解剖学的左重

紬の備位の膨.については+分な倹肘はなされていな

い そこでEX-ECTを錨符し。解劇学的左重臓の傭

位の彫'ならびに安静時右側閣部甥喝の ST-T異常

と負荷心電園が PRWPで前豊中隔梗gの鑑別に有用

かを倹附した

5
2
8
E
E
 

s考鍍釘よぴ鎗箇

PRWPを示す症例における前壁複魯の鑑別につい

ては数多〈の検討がなされている DePACEら"は 5

つの変敏 (sex.ST -T cha崎 e，SV.. SV，. RV，+RV 

4lに著づいた equat;onを用い僅別を獄みた (a悶 U

tivity 85 %， spedfic托y71%上z.π"ら‘時ぺタトル

心.閣と血管選彫との関連についてのー遣の検肘から

霊別を猷みている 中でも V，.V， m事の invertedT 

wave， ST上昇は緩めて高いg関<::ificity(95 %， 100 

H 

F 

P L 

s対象と方濠

a患者 EX-ECT{o継行した 383例(平勾年齢崎

忠男性的例，女性 110例}である ECG，心筋ECT，

震動脈溜修にて異常を寵めなかうた"を正常対照"と

した

b心電図 Zema 0:，'の定義を周いた
ι負荷タリウム心筋 ECT:ECTII:の視覚的評価か

ら前壁。中隔t または心尖の得総性欠慣あるいは不完

全再分布を示す欠慣を有するものを附盛綱陸選と診断し

た解剖学的左重触のQ優位は ECT'・において，体臓断

層像で解剖学友室摘と矢状面の伝す角度を水平角。霊

園医長敏断層個院における左室組と水平面のなす角度を垂

直角と定損した(凶1).

食
S値巣

383例同t，PRWPω例， RRWP 12例。 QS24例

コントロール鮮側例であった ECTム附壁寝彊を伴

った砕を 1...伴わ4旨かった併をN併とすると PRWP

..，角水率角

解剖*的左車舗の舗位図
機...犬司，.，内縄

{引31-31酬榊園町酬
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p<t.悟

NS 

' ω、 NS 

ω+ 
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初

ω4 
唱宵睡禽由主 50

(non pa;.困 H 皿】

。l
' ・.

C醐岬f'1tWP(Ii/)IUwP(tU儲'"'園，.告制"~皐I 1II，Ie 

.，.，静'UT-T"常(V..v.lの前墨梗2に射する

Hl\lltI~lt1， IIP<<lflclty 

SenBltit!ty -ST -T ・""~・lIty( +) 'Iotal (1) 
Specl/ItlY・ST-TI加。m・Jlly(-)/凶.，【N<

'S唖叫tiv;ly Speclllcity ' 
STI D'‘ '"‘ 

，<晶 l

InvmedT ，，% 

'"‘ 
，<骨伺l

STt 

'"‘ 
~，‘ NS or Inverted T 

(Chi・"・reInllYI白川thYatno'ωw出，~)

，ω告示している 袋々の検討でも極めて高い略目h

k伶Vを示しその有用色を示している。負荷心・E鴎に

S切いてら関線その高い耳障i耐"'''有用と恩われ

た PRWP(N). RRWP(N)では有.. な胎価値を箆め

ず，国側のみ有窓輔副帽めた。今回の検討で

はQSpattemの非...例ではその成図のーっとして

"M学的左禽舗同左側~への偏位が嗣与していること
をうかがわせた。

5文献

II Zema， M.j. Ind K1ig6eld. P.: E¥e(;匂"OCardi句市

前" .ωrR wlvepr句 r包由。個 C。πelationw白

NS 

，<申.， 
NS 

~ 

" 阿暗.~:t 50 

"柏田"吋 H 園}

。
C個師圃 PRWP(tI】日直W'(NIQSIN) .... Vutkal an，le 

.， 負荷心電図の前鍾uι測する総司0I1;ri11

相 Uldtr

S明暗itivlty Spe.:!IIclty I p 

PRWP "，‘ ". NS 

RRWP .，. 
1ω'‘ p<O.l 

QS "，‘ 1側'‘ ，<.岨1

T脚 1

“'‘ 加'‘
，<申回1

(QII-・quuelnaly制 ....ilh'illes' c官制摘。

the Frank vectorcard略'"九].EI町 t低 ardioL.. 

12 : 3，19n 

" z創・1，M.J衛首d悶idleld.P.: Electrocardi喝時

凶，，~加or R wave pnl(Tel民刷、 11. Correlat旬n

with組.ゅ""凶y.1 悶.，，，民，，"ω<，12:11

19" 
3) DePACE， N.L.， Colby， ]. et a1.: Poor R W;Jve 

prog官官邸onm 出..時ωrdlalleads: C¥inical 
bnpllcatiω閣 tOt山ediagnωis of m~悦ardial

infarction. ]Acc， 2 : 11l73，l錫a
・)z側、a，M.J.. CoIHna， M.， A10ne0. D.， et al 

Electroc.ardi句m前氏側)OrR Wlve prog.濁尉側

c。町.，凶。， .抽伊貌~rt.胃 findi噌""師
79; 195，1981. 
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続テマ

糖尿病の運動療法

佐Ii祐造・

適度な運動が僧尿例治療に有用であることは紀元

前6世紀よワ知られている事実であるしかしながら.

繍尿病'暑の遺勧岬に縮げる代町変動につき，近代医

学的解折が加えられるに至コたのは 1921年のインス

リ〆発見以降であり。現時点にsいてもそのメカニズ

ムのW胞は明らかとは伝ってい信いN

. .尿衡の彼念

・・尿病は，インスリンの絶対的欠乏に基づ〈インス

リン依存型鏑尿病(jnsulin-d叩 mdentdiabetes mel 

litU$， 100削}と過食..，動不足I 肥満lごよる未明包.. 

{主として筋)のインスリン感受性低下が主因と伝っ

ているイ yスリン非依存型掬尿凋，.。山間 lin-depen 

dent diabetes mellitu・， NIOOM)に大別される

運動線路の効果は後述するごとし短閣的には食畿

の過血糖の初制。長期的にはイ y スリ y悠受性の改轡

と要約できる したが9 てI 食‘匹制慢と運動梅法の併

用により個体のインスリン慰受性改善を図ることは

NIOOMに対する鰻も哩にかなった治"，.予防手段で

あるといいうる ー方， 100Mに対しては，インスリ

ン鐸法が firstchoiceとなる

S 遷動僚:衰の効果

11迫撃動による急性代劇効果

運動による愈佳代耐効果の現われ方1:，~・尿掬煙渚

の代目眠状"のコントロール良蓄により大"異なり

コ〆トロ ル良好例では、運動に絹図ずる血中グルコ

ースの布団促進が行われ血鰐価低低下する したがっ

て 食後に運動を行えば食後の過血稽が初制され

日畳間四QlI*1t"U?-t:::-ター
押嗣".倉庫市千鍾区不老町}

血僚の包差変動が少佐〈なる可能性がある

ーフヲ，ケト シスを伴ラたコントロ ル不良緒尿病

患者{血緒3似ト400mg/dl以上}では，選動によりな

.層血纏翠腫脂肪俊市FA) ケトン体の高値を

紹色代謝状鰻が増慰する旬

21運動侠了後の代劇変動

運動終ア後 インスリンの存在下で筋と肝で儲渇

したグリコ ゲンの禍究が急遮に行われる グリコ

グンの主主合成元巡は，運動終了 12-討符間後まで待観

するので経白血稽降下援やインスリン治."号待って

いる婚合，運動銀T>O数時間後にも低血舗が出現する

危険性がある(開stexerciselate-on舘 t(PE山町p。

glycemial， ft4""も 匝Fronzo らの開発した ~ugJy

cemic cl到m，法を用いて， 100Mでは運動終了 2時間

後にグルコース注入象{インスリン感受性)が繕大す

る号実を見出している〈図 1)

3)ト ν エング効集

身体ト νーニングの健統は，呼吸循環g，院 内分泌

代樹系。箇樽緩系.ど多〈の銀盤。組織に纏々の彫.

をもたらす

(l)トレーニングとインス '1ン感受性身体ト νー

ニングの実施は 梼尿病や舵測で低下している末楠組

鳳のインスり y慰受性を改暑する 個体のインスリン

感受盤改轡にはインスリンの re<:eptor，p"。也氏 re<:ep-.
"性寮図，1ω，~ (山首関電 抑 制mなど筋性因子

が-，量的役割を果たすが。脂肪組織置の減少脂肪細

胞サイズのJr，)、など脂肪経細性""も.，警な役割を果

たしている

Euglycemic clamゅ洛~II!..'てトレーニング効果に
ついて倹肘を加えた続々"の成績を簡単に紹介する

肥川線尿病患者(p<O，OOI)，1::.旋盤庖粛省(p<O∞11

のII"lucosemetabolism (GM，イ yスリン感受性の街
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遭動前後にみられるインスリン依存盤鎗鳳街。DDM)におけるインスリン恩賜を健の変動

剛• • 悶 1

s遭動処方の実照

1)適応とメディカルテ孟ツタ

連勘調際法開始前には簡倹去を行い， .・尿病のコント

ロール状蛾が良好であることを璃..する ケトーシス

の移在や迎行性の網膜1i2， WIi2の合併例では運動療法

は般忌である

"遺酌ゆ極観と強度

イシスリン感受性の改轡で代袋されるトレーニング

効果は 3目以内に低下し， 1週閣でほとんど槽失する

主た運動による代耐促進効県は運動筋のみに限定され

ている したがって，週3日以上，でeるだ砂金身を

使った遺動を爽飽きぜる運動の乱婿としては。散歩，

ジ，ギング，水泳.自転車エルゴメ m ターなど酌酎蕩

動が勧吟られ，強度陪 VO，max紛-60% (40-50. 
代で腕組 120/分程度)， 1固 10分以上が鍾卑しい"

文猷

目。rton，E.S. : Role and m回 agementof exぽ 'Clse

in diabete糧 mellitll8.Oiabetes Care. 11: 201. 

1988 
2) Sato， Y.: Pract回)m.蜘 dof physical似'"田

for dia恥ticP副 ents..Asisn Med. J.. 31 : 379. 
l錦8

3) Oshida. Y.. Yaman創氏hi，K.， Hayamizll， S. and 

Sato. Y.: Long-term mild regular jogging卸:

crease同叫 nactlωd舗 piteno inftu伺 ce00 

¥10， max or BMI. J. Appl. Physiol.， 66 : 22M. 

1989 

s 
1) 

槻)陪健常非庖測対照者に比して有窓位低下しており，

GMと肥満度との聞には食の絡調関係が成立した

方。敏S権者ではインスりン感受性が元通していた

肥様纏尿胃患者と単鍵性肥満者に，食司'制調院と身体

トレーニングを総統させたところ。減賓とともに，イ

ンスリン感受性は大闘に改善した kころが72時間総

会を行い 急速に減量させても，インスリン援受性怯

逆に低下した{図 2).ft削噌さらにω非肥欄鍵常者で

は， VO， m:uに膨・を及ぼさないような mildな'ν
ニングでも長期にわたって実施すれば，体温度創を

伴わないインスリ y感受性の故笹が.. められる事実を

見出した このように，身体トvーニングの畏期実施

は体霊減沙の有無にかかbらず，個体のインスリン感

受色は改書きせうるが，道酌JI法の併用を行わず白鍾

舗な食・司腕阪により...減少を図っても，インスリン

般受性信むしろ低下する

位}トνーニングと窓動脈怯心疾患 トν一二ング

の実絡により，血縁日DLコレステロールのよ昇や程

度の高血Eの改善がもたらされ，冠動緑色心疾a患のa震
度や死亡率が低下する制

13)トレーニシグと社会釣適応能力 トレ』ニング

により筋力が省強され，骨のc，喪失が防止されるな

ど体力向上が行われたり，スト νス解消にも有用で息

者の社会的適応能力を増加させるのに役立つ，きら払

脳神組後能も.. 活させたり，免疫能を actlVateする作

用も線告されているへ
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肥満とその合併症(高血圧，高脂血症)の運動療法

太a.・域・

周本登・

杉原弘晃・

水野選子・

援多 野 潔・

倉原徴・

!E調者に俗単に!E測巳留まらず窓危険因乎とし

ての成人病が高須度に合併する〈袋日 本研究の目的

は，肥調者に対する運働縄場と祭実指宥が肥演とそれ

に合併する興需噂(高血E 高指鹿宿線尿病}や体力の

低下に対してどのような効果を及ぽすかを検討するこ

とである

5 対象および方法

対象は愛知県総合保健センターで総合鍵..を受砂た

肥測度 120%(Brc明家法=体.11身畏 iω) x 0.9 

X100)以上の肥満者のうちI 過去 10年間会こ減量教室

を受mした'"名(年創 47.1土7.6.:>であるうち男

性は 65各{隼齢 41.2企8.HI!)女性1::297名 (41.0:t

7.5.)であった

減，.敏笠陪 1カ月間隔 5闘で開備し運動鎗場日

目 10，000~伊の多行}と栄建指事"図1.500 KcaJの
エネルギー鰐取愛}を符うと問時に，細々の臨床ヂ

タの測定を"った

臨床ヂ タ肢体.，皮脂厚{上""肩甲骨下線} 血

1<<最大， *'j、I，腸寅 (totalc加伺terol=TC，HDL-

，h，。ぬstercバ"'HDL-C.triglyceride"'TGβ リポタン

パタ=β リポ九盆腹跨血M，.干8血清I!(GQT， GPT)， 

米血 (RSC， Hb， Ht) ，体力 m分間抗よ体おこしれ

鈴餐{金カロリー)。運動量(!自の歩歎)について測

定した

5結果

減量教室にS請ける運動賓と鰐取エネルギーの経略的

変化を倹肘すると 自の遭動量(歩数)1::8.1ω企

.酬柏崎包 rター，. .ω 各省..中区三の丸 3-2-11

2.&00 ~惨から 9.8∞:t 3.0∞歩l 目のE売買ヌエネルギ

ほ 1.928土410Kcalから1.555主 321KcaJと改容し，運

動翁場と集委指事0・極めて徹底したことを示した

減量敏宣前後におゆる体織の変化を倹射した体2・
E測度 (Broea変法)，BMI (bo<!y mぉs illde1t=体
重11身長 ml円上総皮脂厚，肩甲骨下磁皮.. ，.のいず

れの肥測の掴楊も減量敏霊前後で有怠 (p<O.05)に

改普した{褒"

減量歓室前後におげる血座。脂質!空".時血継の密

化を検討した ・大血a，・4立包座。 TG，TC，β リ

ポ， ~，短時血纏はいずれも減"教室後に有憲(，<
0.05)に改嘗した{表 1>. HDL-Cでも改善がみられ

たが有窓ではなかヲた{袋"

次E 邸庄脂質~Il岬血穏についてま常務と異

常仰に分げて検討を行った(図1). fI:大血agよぴ・

小血a"異常野では減量教室前後で有窓 (p<0.05)

に改・したが "常勝では変化しなかった 脂質は正

常勝でも異常務でも有意に改轡したが，その大きさは

異*"で大であった 空腹時血繍ゐ異常醇で"有窓

(p<0.05)巳改普したが正常務では度化はなかった

運動量(歩敏)が体a，血圧結よぴ脂質に及ぼす'彦容

について検討した(図21 停車比一aの歩数が増加

するに伴って減少した 8大血圧， 8小血庄のいずれ

も7ω0歩以よの運動でa聖書する傾向が認められた

脂質の中で怯，HDL-Cが還動量の相加に伴ヮて改善事

した

一方I体a，TG，β リポはl空襲"エネル"'"-.ill小

き〈なる程その改轡は大となる傾向がみられた

次に 運動.($b:)の絶対盆変化量変日ヒ撃の関

与について倹肘した 絶句量ほ.大血匡， 8小血a，

HDLーCの改.と網網を来したしかし，変化量はいず

れとも繍関せず変化撃は HDL-Cの改警とのみ相関
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表 1 謙量'寝室に釘"る配流血圧!脂質の峨・

叩.，

{珂仙

高..・
N・1掲

体量'1<<'
E商摩(指}

体脂肪量(kg)

LBM{kg) 

愚大血圧(mmHg)

最小血圧(mmHg)

蛇コレステロ-，レ(mll/dl)
HD'ιコレステ司ール(m.Q:Idl)

トリグワセライド(mg/dl)

β・リポタンパク (mg!dl)

優小血豆

届 血 . . 

M冒 ..  

函E

HDL-"レステロール

届E

"・"
図 1 血圧および摘貨の豆常務と奥官官醇におけ

る改.吻比綬

を示した

s 総括

1."測とその合併症{高血圧，甫脇血症}に対して

運動指おと栄養翁喝を行った

前 後

65.0土..< 61.1士..，・

131.4土11.Z 123.4土11.l' 

19.7土'.5 16.6土4.10 

45.3士10.4 H.5士"

，，，主II ，，，主II・

19:1:12 17:1:12・

199:!:31 '"土甜'

53:!: 13 "土))

lI.士" '"士"・
~O士，~・ ~O士 ))3・

'p<O.O) N=352 

2 減量'貴重期間命。体盤は平均4.0kg減少した

3滅量殺室前後で血度。脂質..ttnl聴傭院有窓に改替

し，改"の程度は異常Z揮でより大きかった。

4 運動量は，体2慮。最大血圧.e'J血圧。 HDL-C

の改替と立の相羽を示しt 自慢取エネルギー震は。体..

TG.β リポの改曹と負の相闘を示した

5運動量のうち，その絶対震が肥測とその合併症の

""にほ寓要であり その変化率も HDL-Cの改善，に

は関与していた
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パネルディスカッション

心臓突然死と運動負荷所見の関連について

西村泰司医・

笠井篤信・

線茂縫・

湖沼喬一・

岡本伸也・

山門徹・

大久保節也・

浜国正行・

称敏..・

中野経・

運動中の突然死¢原因として。選動にて録"される

心室後頒拍複 (VT)俗その主たる死亡原因の 1つk

して考えられるが還動負荷鼠駿にて鶴舞きれる VT

と，突然死同関係についての絡告は少ない このこと

は運動負荷隊験におげる VTの幽現績lf>'J!， 1 %以下

と婦であること刷1 突然死の性格上retrospeCt!ve

studyとならざるを得ないためと思われる稜々は

treadmill運動負衛隊肢を施行した乱開o.中"例に

VT出現を配線したが，これらの選'抱負荷所見，および

突病死の関連について倹討を加えたので報告する

5 対a院・方"'

対象Ii.当院にて運動負荷を舗行した 3.5∞例であ

る このろち，運動にて 3連発以上のむ室性期外収繍

(VT)が恕舞されたのは 26例 (O.7%)であった運

動負荷は，既般のごとく・Isytnptom limited tr勧出li1I

.大負荷棒で.J!Ilæ~同定，心電図配録Ii.運動負荷前。
負荷中松 1分毎，負荷後1:1:1.2，3，5分に行った また

金経過を週じ..酬として，問問申ed5mmh既

にて V‘.V.. V，の 31.. 撃の圧縮や電園連続記録を行っ

た VTは.3連発以ょの心黄色期外収繍として.VT 

を形期的に。右側プロック型，左胸プロック弘分績

不能"および.monomorphorogic type. polymo叩h。

rogic typeに分類した その他m.制 VTrateやVT

のωupUngintervalについても検討した

s館県

(1) VT出現例の内駅

'"電疾患の内訳は裂のごとくであった 鉱張型心筋

三猷柑柑 第』内縄

('1' 51'海市江戸.2-174) 

富田CM)が 9例ともっとも多<.，.血性心疾患

(CAO)は 5'.仏特に心疾患を"めない例は6例であっ

た また開心街の既往のある例 (VSD閉鎖術，僧帽弁

置袋術}を 2例..~たこのうち信例 10 の周鹿型肥大

型心筋症 (HOCM)， f!例 IIの隣国色心筋複製臨

(OM!)白症例 17の僧綱弁置.. 衡に街中梗竃を合併し

た例 (MVR)例で.経過中突然死を曾たした(表1)

(2)突俄死例の運動負術'"見

突然死例3例の週動負荷所見は褒 2のごと〈で

OMI例隠負荷開始2分でコントE ル時に比岐して

32mmHgの収繍繍血庄の低下を偲めるとともに VT

が出現したこのとき胸痛とv...s1JJにて 2=の

horizonta! ST depre騎""を害たした MVR例は開

始5分で，会身倦怠にて負荷を絡了した 負荷中心室

性期外収縮 (PVCJを砲めなかったが，負荷直後より

PVCが多発し.VTより VFに移行，意'俊樹失，全身

痘.をきたしたが胸骨巧打にて同鶴織に復帰した

日OCM例主負荷6分にで級犬 7逮9警の VTが3固闘

現したものの。運動による症状出現ゃ。 ST低下，血圧

低下噂憾なかった{表 2.図 1，2)

突然死例3例の VT所見は表3のごと〈である

VTの形蛾は 3例とも右胸プロック認であったが。生

存例怯ー定の傾向はなかった また VTのm..岡 山 羽

回ats.倹査中の出現回数とも生存例に比絞し多かっ

た πlean VT rateはVFの..'"を椴きいずれも 200

ゆm以よと生存例平崎の 178bllmより速い傾向であ

った QTc]13例とも 0.45聡 c以上と畏<.生存例平

均の 0.40皆 Cを上回っていた{表 31

， ，毎鰻

連動負荷にて鶴，毒される不墾脈色。予後の関係を倹

討する楊合，その"鍵疾患によって倹肘しな砂れぽな



o， VT出現例のうらわけ

p"世""A" "" Di~gn明暗 At re君主 ECG 両ndin~

5過 男 DCM LVH. Nea:ative T 

2 騎 男 DCM LVH. AI 

3 ~ 男 DCM LVH， Af 

4 53 男 DCM LVH， Af 

s ω 
" 

DC川 A/， BBB 

e " 男 CC活f LVH， Neptive T 

7 

" 男
。CM Af 

8 岱 男 CCM Negat;ve T 

' 55 男 DCM Aooc問団'Q
10 55 • HOC" Abnonn.a! Q 

" 鈎 男 OM' QS+ST Elevation 

" 
民 8月 。M' Abnormal Q 

13 ~ 男 0"' QS+ST Elevalion 

" 
回 男 AP Normal 

15 " 男
VAP Neiative T 

" “ 
女 AR. MR LVH. AI， Negat;ve T 

" 鎚 • MR Negati唱 T

" " '略
AR LVH 

" ~ " MVPS LVH 

" " j略 'V50 LBBB 

" ~ 
女 Nonnll 

" " 
女 N"τ"" 

" 75 '‘ 
No 四 百"

" 百 男 Norm.1 

" " 
男 Normal 

" " 男
NO!lTl.1 

DCM: Di1ated eard附myopa山y，OMI: Old my民'0
dial infaretion. VAP: V.riant珂 na.AR: Aortic 

陀gurgitation，MR: MitraJ 僧富山aitat。凡 MVPS 
Mitral v.lve prola陣 VSD:Vent巾山r叩 l."阿・ P冊。陀'"同制te.-: NQ heart di醐健
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ら偉い このことは不盤旅の姥生因子と νて。運動に

よる自得神鑑系の変化，心筋卑血の出現や 心個展能反

応など...々の因子が。各銀河向細により異なり作用し

ているたのである

1健常人のVT
n除gら"も.922人の傭術者に対する treadmill負荷

院厳で。 10例1.1%に VT出現を記録したが. 2隼欄

の遺跡で突然死ゃ心機発作などの出現はなし予後は

良好であうだと鰻告している 今回の筏々の検問では，

sustained VTをふ〈む6例で VTが出現したが，失

縛発作.のアクシデントもなし金例健在で，予後良

好であった このことは温勘負荷続発霊VTに隈ら

ず。 Holter心電図を周いた償問酬でゐ問機の結果が得

られており 健常人に.げる線復候性 VTは一般的に

予後は良好と考えられる しかし僧繍舟a山a症候"で

の運動鶴発型VT幽現例に興然死を留めたという属

告nもM.日明宮崎慌で運動腸健軍 VTを見た婚合，心

疾患の除外のため。心エコー検査を含めた繍堂。g必事

である

2病的心と VT

路間上，突然死がもっセも問庖となるのが窓勧脈疾

患 (CAD)である CADの運動隊発型PVC.!:予後に

ついての検肘は多いが その内容U報告によりまちま

o， 賓館明院の温動負荷所見

.断 還動開刷 V現T州幽問 盤状

¥. OMl 2 z 血E母下 ST偉下

2. MVR.OMI 5 R2 全身幡宮 ST悟下

3. HOCM 6 6 VT出現 置化'L

Comrol Pott eKerci腿 畑一
V. 

図 1 MVR. OMlo.の遷園出負荷心電園
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At resl 

v-ι-i ~ 
v.4ム叩4ft

y， 
i 咽 y，

y， 

y， 

調 2 HOCMfJIの週限S負荷心電図

"， 突然死例のVTの心電目置象的縛徹

lmmediately .ft.r Ex(VTI 

1 mln Ifte町ExlVTI

Mロ哨lorQgy M開 咽 beata '"明暗""
且"， cou{p副time 〈Q酎T， 
(bpm) 

RBBB 6 
2 RBBB >3目哩<

3 RBBB 7 

Survivor RBBB"S， LBBB=5， OU理，.:5

ちでおる Nairや Weinerら・"は， CAO幹の死亡率

に PVCに何ら有窓な関係は見いだせなかったk逮ぺ

たが，これに対し.Calffs ';"'1;1:， PVc. complex発

生例はそれらのない例に比ぺ有意に予後不良であった

と報告したしかし今咽の続々の検討では VT発生例

5例中2例に突然死を認め，運動負凋にて慨発される

CAD例の VT妹。策然死の highriskを有するk考え

られた 肥大.. 心筋症 (HCM)陪，無佳tえのことも多

いが，通動中に致死性不盤脈によると思われる突郷死

を容たして， I診断される場舎もある この憲僚で本篠

患の運動跨売量VTは，予後を左右する.，聴な意味を

縛っと恩われる 貌々の線告し?と例も負荷賦検後各

種飢不整脈剤による治療を線砂ていたにもかかわら

ず，突然死をきたしている 以よのように調略的bにお

いでは，正常例とは鼻なり。 treadmill運動負荷にて

VTが幽現する例陪突然死の riskを有するものと考

えられる

2 ~O 0.28 0.46 

5 l.40 。"
3 ~， O.~ O.~5 

L6 178 I 0.40 
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心筋寝塞回復期の treadmill運動試験成績

および臨床背景からみた心臓死との関係

加緩和.' 斉蕨二三夫・ 波多野潔・ 野図省ニ・

繍図充弘・ 株樽史・ 鈴木.. 和・・ 宮口和彦・・

佐蔵昭彦・・ 都祭実紀・・ 外畑厳・・・

5 目的

窓研究の目的は急性心筋."奪回復期患者の'"“

mill運動隊酸成績および臨床脅.と退院後の心臓死

との関係を検討するととである

s対.
急性心筋....と診断されλ民し，退院可能であった

患者 211名{男187名，女30名)平均年働56・It(32-

8開放)を対象とした 心臓死以外の死亡患者は倹肘よ

り除外した

s方洛

字紙また憾・電話によるアンケ トを行い，恩者の心

餓死鈎生について予後廃蓋した 退院後追跡期間中の

む腺死はその原因から定紋発生より 1時間以内の突然

突L心筋梗......による死亡および心不全売に分げ倹

射した運動隊献は修正BN~詮"による多階段
treadI剖11 還勘"・貨を遺働..~.を了時で心筋贋密売症

から"均9.3:t3.7週後に施行した心‘図は CM，R
a事にて連続記録し，運動中および回復期 1分..に心拍

""血医を潤定した 血圧は上院動脈晴膨法で劃定し

た ST燭位の計測"1点より 80m喝艇の点で行った

運動療稔は倍強度運動にて，平勾40ま23日間毎日締行

した

s解析項目

以下の運動鋲敏7項目と臨床管長5項困を解析項聞

とした遭働時聞はlω秒以下，最大心制峨はl3C鏑/

名古屋大掌医字..，内側

{守柵.古屋岡田剛町田

・ぬ可鏑腕掴...

雌関 F国保健嗣生大学医学事内総

分以下を陽性反応とした 運動時異常血圧反応摘性は

.大収縮期血庄 140mmHg以下，運動中収縮期血匡上

昇 lOmmHg以下または最大収....血圧から 20

mmH，以上の血圧低下色した回復刻""血圧反応依

阻復期 3分の収鋼宣明血圧k運動終了時収縮..'nJHの

比が 0.9以上を陽性とした運動隊験にて，毎分 10個

以上の心室性期舛収舗の出現， ""時に比し 0.1mv 
以上のST下降，運動跨発狭心繍をそれぞれ脳性とし

た臨床背長項目では年齢65館以上，性は女色， ω筋

梗."位陣前霊....，院旧性心筋.. 患を有した者およ

び入隣中に心不全を昼した患者を陽性とした

"博聞の差の検定にはカイ 2乗検定を行った "" 

plan~Meier法による生命褒解省庁にて，解街項目の陽性
反応"と陰位反応群の生存率幽舗を求め log-rank 

~訴にて阿幽録制の重量の検定を行った 判別分街では

各解析項目を観閥度敏としωS年以よ遺勝された息者

に対して心臓死鑓却の有無を"'Ji4JL.F・2以上の寄

与掌の高い項目を求め，判別事を計算した さらに宣伝

命決解折で有怠差のみられた項目を周いて白xの比

例 Hazardmodelを行い，心腹究に関わる園子の<cl.

tive riskを算出した危険率5%未測を鍾劃ド学的有窓

水憎とした

g 結果

対象患者 217名の平均".月 (S-lQ9:IJ月}の遺
跡期間中。心民'"は突然死"色。心筋梗.. 再発による

死亡‘名および心不全究1名の合計 13名 (6%)であ

った生命表解折では運酌隊蹴6項目{選動時間，，.大

心鎗""選働時異甥血圧反応， 回復期異常血匡反応

ST下院，狭心嫡)，および臨床背.項目の陳l因性心筋

償袋心不全の陽笹野は陰性群に比して有窟に偉い生

存..を示し(p<O.Ol)，心擁苑に関連した関1は回復
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‘園， .".甥員官官血E反応 (Ru-ABPR)による生存串働

織

固復....血座反応の随笹野 (+l~よぴ陰盤"
{ー}の生存..織を Kaplan-Mein昼食で求め.'" 
nlnk.定にて潤幽崎町の霊..定した園慣期健常
血亙反応価憧t"胎怯僻に比して有軍に生存率の低

いこと.示す

'" 1 CO~比例 Hazard mode1による心，a死m予湖図子

Yariables leo.価引enllRel・I;veri此 p-val~ 

.. 也-ABPR 2.4S 13.18 <O.C5 

..，問seduration話回馳巨 -，間 u日 <0.師

?revio岨 myocal甘ialinfarction ， .~ ，.~ <0随

"'"圃tiveheart faUure L~ 3.85 <0.白

Pelk heart同 telO I抑b凹n -1.1L L~ NS 

'"、IIlnapectonl 0.% L~ NS 
ST Ri!IU!nl depre劃'"孟O.，伽.v 0.24 1ω NS 
Ex-ABPR 。お 0.65 NS 

bpm: be.ts 例~ mlnωe， Ex-ABPR 的 nonnalIysto!ic b “加d"'"抱=，
Y句"".d聞 "a町 ;i喫=.N$: n胤剣制自iç~nt. Rec-ABPR; abnormal 
制山 bl00dprl:5SUre res阿融制時間..~

期異常"'"皮閣の慣性反応"と槍色反応勝の生存事歯

鎌を褒し，陽性反応.."陰性反応S単位比して有窓に低

い生存率を示した符別分析では陳限性心筋便事(F

憧26.2)，回復...‘ua反応<F価 7.6).運動時間

<F値 7.1)， ST下降(FfI・4.9):1まよ'"亀心機<F健3.4)

の願に心犠究初判別に高い寄与率を示し，心厳死判別

$1:ま96.1%であった C舗の比例 Hazardmodelで

は固復則廃常血亙反応，運動時M.陳旧色心筋綬2・お
よび心不全の耐に relativeriskが粛〈 有憲に心鳳

死に関連した(:O:1) 飽復期呉羽官血鹿反応陽往者は陰

笠智に比して ST下降 (37%河 口'"挟む繍'"" 

噌 9%， 陳 B性心筋密書 (13%vs2%)および心不

全(11%旬， %，の陽性者の頻度が有!<に高かヲた

{各 p<O.OO.13名のも@艇死患者のうち S名の突然死

と他の原因による心臓死"協との比厳では。関悶性心

筋... の練度は突然死が他の心機死に比駁して高い傾

向にるったが有"ではなかった (63%vs20%)

s宅療

急性心筋使g回復調関患者の treadmill運動以敏成繊

sょぴ趨.. 背婦項目か色予後を縫定し.心覇防軍ま良停

に催定された<0，比例のお32ardmω"では回復剣

.."血定反応が最も優れた心.. 死予測因子であうた

回復期異常血箆反応は"'"'"らの報告別に 殺し 運

動瞬発ST下降および.. 心措置と強い相関を有する ζと

より 心服売は遺.."発泡館虚血と密獲な騎係にある

と考えられた さらに左冶峰嶋陣警を反映するとされ

る自慢回全心筋，...ょぴ川心不全の既往が心腹泥の優れ

た予測図子であったことから。む調聞は左£峨能煉曹

にも関適すると考えられた。

心掴慣のうち突然死は他のむ厳死に比し線個性む筋

梗.. の既往者に多い傾向にあり。突然死と友心機能陣

容との関連も示唆された
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パネルディスカッシヨン

運動負荷による suddencardiac deathの背景

武者春樹・

三宅良彦・

タ略国隠文・ 外周光ー・

村山正樗・ 須階ニ"，

近勾ら心服突然死(，必deocardiac d岡山 5Dlは，
救急医割前の向上院も関わらず，滑加の傾向を"め，そ

の予防無捕は循環鍾医師の限却のーつである 著者ら

もふ 50白験例を .."ω.pectiveに解折し， 50の現状と

その背優について運動負荷臥鹸 (ExT)およびホルタ

ー心電図(HECG)よP舗酎したなお， 50は。発盤

"時間以内の死亡とした.

1. .. t生心筋橿書に伴う SD
急色心筋梗省に伴う SOU:，過去 15年聞に“例"

められ初巨額塞が32例 (69.6%) 再梗畠が 14例

(30.4 %1であり(表1)， .心筋複君臨に占める寧は 10.3

%であった 心街便庖発建前の医術への受齢"，初回

穫怠で"例 (31.3%)，湾複型車で?例 (50.0%1 で~

った 5Dの原因としては。初圏.，..では不霊腺 11

飢むよ不全9侃その他 12例であり， V不全の中には

心室磁裂4償L中隔穿孔1例を含んだ湾贋容では，

不盤脈5例，中隔穿孔による心不全1飢その他8例

であった 5D前にお砂る E双TおよびHECG・終検

査結果(表のでは， ExT 11例 (84.6%1， HE田 8例

(57.1 %1に57変化を認めたまた。 HECG幡性の中

で7例 (87.5%)が無愛銀位 57下降であった同検

査を施行した"例で俗，ともに褐色が6例， ExT陽

性.HECG陰性が2例，ともに陰性が2例であった

この両日食衰の結果が異なった 2例のo高心拍数を比較

すると， ExT 107土12bpm， HE田 87土3bomと目微

生活にお砂る般商心鈎伽!ExTに比ぺ初bpmii{，

ζのために S7変化が乏しかったと考えられた SD 

までのw の権穆{函"をみると，量終検査槍憶は

'.マヲアンナ医絹犬学.，内側

(.， 213川崎市..区菅生子16-1)

2例であり。 1例は， 2年前の l固の領自庄のみであり，

他の例は。一君事降伎であったのが，東剤の羽目震により

険性化したもので集鈴検去は 半量事前であった

2 不墜録によるSD(急性心厳司匝奮を鰍()

不議..soは，2'1例留められ {署長 1)，過臨鍵疾患とし

ては，陳(8性心筋梗，"，心筋Ii1，弁腺箆，膏血Eなど

であった。宛霊場所は。院外"例，院内 12例であり.

2車内例に陪ニアミス例を含んだ 50に歪るまでの

Z認Tでの VPC的現の縫移〈図 2上}陪，複数阻緒行

の5例では so前の俵終2聞の繊重では同 の傾向を

認めた ただし， 2例においては， 2回の検査でとも

にVPCの出現を包めずに 5D'会"不霊脈性 5D

の予酒を成し得なかった HECGによるLowngrade

の権移(翻2下}は， o終検査においては<vbが6例

と'も多<.IVa2例と1V.以上が12.7%を占めた

.路倹査でIとなった盆例は，それ以前でほ rva，IVb， 

mであったが，筑不箆脈治調震の効果."めたにもかか

わらず。最終検査4カ月後に突然死した

s考m
SDの予欄は，本検討で砿明らかでなかったが，心筋

梗Sの発信予測として11.ExTにおいては 鎗的に毘

められている程負荷 (6.5Mets以下川におゆる陽性

例が多<. HECGにおいては無症候性S7下降が多

くへ商抽査ともに量盤冠動脈病変の存在を示唆する

ものと考えられた また，服療によ り57変化が槍性

化した例においても再度陽性化した揖合に"，自覚症

状の噌加が"められな〈とも不安定状.(silent lln 

S制 bleangina)として，治療の強化が必要と考えられ

た虫た， E足T陰性で 50を起こした例は観喧後6

.月以上であり，その後に陽性化した可能性は十分に
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初志での期間

01)， 心筋梗・突然死までの沼動食槽""問抱移

5D突無死"晦live遣問負荷猷峨陽性I

Nei:alive温動負荷以.陰性
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1)遷働続発前貧荷増大の心房収織に与える彫審

岩源三紀.ほか 53 名古盆大学

2)進動負荷による左心機能の推移

持に回復mの継穆

今井嘉門，ほか 55 日本大掌

3)運動負荷が心信機能に及ぼす影場

ー非11僚的な"..的検討ー

ほか 58 中村信男，国立舗e・.. 省側.シター

.)運動負荷碍の体温変化の検討

ほか 6旧野田武~St1， 久留米大学

5) 'l，.-疾患患者における呼気ガス分析を用いた運動耐容能解鏑に掬する臨床的検討

ほか 63 多図利彦.山口大学

6)乳酸，ピルビン酸，乳酸/ピルビン酸比およびlactateexcessによる嫌気性

代劇関値の野価

一呼気ガス分析との対比一

濠辺.行，ほか “ '"変大学

1) Ramp 負荷に対する呼吸循環応答

調肝槽負荷量の遣いによる彰，ー

if:.ほか 田高橋建策医科鎗科大学

8)運動負荷時の血液横縞

ー血中物質測定への修・-

山口一郎，ほか 72 山形大掌

9)無盆候性心筋虚血の運動負荷テストと血管作動物質

丸山鰐晴，ほか 74 防衡軍将大学校

10)運動負荷依験にお砂る狭心繍瞬発ST鋼位鯛憾の置化

大級雅也，ほか 11 東京大学

ll)陳旧性心筋梗饗患者の運動負荷後の ST変化

一一ST~ isointegral mapによる倹肘ー

細谷'I!緩，ほか 79 山到膨大学

12)遷働負荷心電図におげる V，誘lJST低下の愈義

唐川JI(ニ.ほか 81 国立循環信網七ンタ

13)胸部甥場p∞rR wave pr晴世田刷、の臨床的検肘

運動負荷タリウム心筋ECTによる解価

福本義裕，ほか 85 渓紐医糾大学

eaーテーマ

co同 n.可 riskCaet仰の置動標法

。糖尿病の運動療法

佐原籍遺，ほか 87 名古屋大学

2)肥満とその合併症{高血圧，高脳血症}の運動療法

太図穂波."か 89 愛知県総合保健センター

-パネルディスカ ツション

Sudden card1ae deathと量動

。心臓突然死と運動負荷所見の関連について

ほか 92 西村泰Ji.三賞大学

J 

2)心筋様塞回復期のt問 admiIL運動献厳成績および臨床背景からみた心臓庇と

の聞係

加勝利重，ほか 96 名古屋大学

3)運動負荷による suddencardiac deathの背景畏

武者春樹."か 98 軍.，アンナ医税大，

.)マラソン中位発書置した自射病とその原固についての検討

裕."也、 101井尻山側医科大，


